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平成２６年第４回吉野町議会定例会会議録（第１日目） 

１．招集年月日   平成２６年１２月３日 

２．招 集 場 所   吉野町議会議場 

３．開 会 時 刻   １２月３日    午前１０時３２分開会 

４．応 招 議 員      1 番 小 泉  梓         2 番 中 井 章 太 

3 番 上 滝 義 平          4 番 大 村   陽 

5 番 野 木 康 司           6 番 山 本 隆 敏 

7 番 辻 本  茂             8 番 薮 坂 眞 佐 

             9 番 浜 田 賢 治          10 番 中 西 利 彦 

              11 番 西 澤 巧 平 

５．不応招議員    なし 

６．出 席 議 員   応招議員に同じ 

７．欠 席 議 員    なし 

８．地方自治法第 121 条の規定により、説明のため会議に出席した者の職、氏名 

町 長 北 岡  篤      副   町   長 小 松  正 

総 務 参 事 山 田 芳 雄   住民・観光参事 山 本 茂 之 

      地域振興参事 吉 岡 正 弘      医療福祉参事 西 島 通 宏 

水 環 境 参 事 表 谷 充 康    教 育 次 長 大 北 雅 祥 

９．本会議に職務のため出席した者の職、氏名 

局 長 岡 本 克 也   主     査  峠  香 織 

10．議事日程  

日程１      会議録署名議員の指名について 

日程２       会期の決定について 

日程３       議長の諸報告について 

日程４ 承第３号 平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承  

認を求めることについて 

日程５ 議第 39 号 ふるさと吉野定住促進奨学金貸与条例を制定することについ

て 

日程６ 議第 40 号 吉野町立認定こども園条例を制定することについて 
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日程７ 議第 41 号 吉野町行政手続条例の一部を改正することについて 

日程８ 議第 42 号 吉野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正するこ

とについて 

日程９ 議第 43 号 吉野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することに  

ついて 

日程 10 議第 44 号 南和協議会規約の変更について 

日程 11 議第 45 号 平成 26 年度吉野町一般会計補正予算(案)第４号について 

   日程 12 議第 46号 平成 26年度吉野町介護保険特別会計補正予算(案)第３号につ

いて 

日程 13 議第 47 号 平成 26 年度吉野町簡易水道事業特別会計補正予算（案）第１ 

号について 

日程 14 議第 48 号 平成 26 年度吉野町下水道事業特別会計補正予算（案）第１号

について 

日程 15 議第 49 号 平成 26 年度吉野町水道事業特別会計補正予算（案）第１号に

ついて 

日程 16 議第 50 号 吉野町国民健康保険条例の一部を改正することについて 

日程 17       一般質問 

11. 本日の会議に付した事件 

    議事日程に同じ 

12．議事の経過は次のとおり 
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上滝議長 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北岡町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今の出席議員総数は 11 名でございます。 

定足数に達しておりますので、これより平成 26 年第４回吉野町議会定例会を

開会いたします。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

 日程１ 会議録署名議員の指名について 

  会議規則第 120 条の規定により議長より指名いたします。 

 ４番 大村議員  ５番 野木議員を指名いたします。 

 

  日程２ 会期の決定についておはかりいたします。 

 本定例会の会期は本日より 10 日までの８日間にいたしたいと思いますが、こ

れに異議ございませんか。 

          （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。 

 よって本定例会の会期は本日より 10 日までの８日間に決定いたしました。 

 開会にあたり、町長よりご挨拶を頂戴いたします。 

 

 おはようございます。平成 26 年第４回定例会の開会にあたり一言ご挨拶申し

上げます。 

 招集いたしましたところ皆様方全員ご出席誠にありがとうございます。12 月

になりまして、急に冷え込んでまいりました。マスクしていらっしゃる議員さ

んもいておられますが、どうかお体に気を付けて議員活動にまい進していただ

きますようによろしくお願い申し上げます。また、衆議院議員選挙が昨日公示

されました。日本の行方をこれから占う選挙でございまして、こういうことに

も十分気を付けながら、我々は吉野町のこれからに行く末を考えるために、特

に 27 年度に向けまして 26 年度の事業の進捗具合と、また 27 年度に向けまして

のいろんな施策に関しての討論が今回の議会ではたくさんあると思います。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

 今回の議会に提案いたします議案は、承認案件が１件、条例の制定改正等が
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６件、規約変更が１件、そして補正予算が５件でございます。どうぞ慎重な審

議よろしくお願い申し上げます。 

 この機会に９月定例会よりの行政報告をさせていただきます。お手元に配布

してございますのでご参照ください。たくさんございますので主なものだけに

させていただきます。９月 21 日奈良吉野路観光と物産フェア―ということで、

世界遺産登録 10 周年記念事業の一環でございます。東京の新宿駅西口広場にお

きまして物産フェア―をさせていただきました。大変好評でございまして、ま

た広域でも取り組みがございましたので、今後のつながりがこれでできたかな

と思っております。23 日吉野町、八女市友好都市締結調印式及び南北朝シンポ

ジウムに参加させていただきました。ご存じのとおり、南朝のつながりで八女

市との友好関係をつなぐことができました。南朝に関しまして本当に熱心に事

業を展開されております。我々もそれを参考にしながら、また頑張らなきゃな

らないなと思っているところと、また八女市の行政がスムーズに行われており

ますことを参考にしながら我々も勉強していきたいなと思っておるところでご

ざいます。続きまして９月 30 日木の駅プロジェクトオープニングセレモニーと

いうことで、間伐材を地域振興源に変えていこうということでございまして、

そんな大きな取り組みではないかもしれませんけれども、本当に間伐材を有効

利用をしようと、少しでも地域の活性につなげようという動きでございますの

で、十分な応援をしてまいりたいなと思っておるところでございます。10 月 17

日平成 26 年度第１回吉野町防災会議。防災計画の改定を考えまして、これから

会議を重ねるところでございます。より現実に合った計画を立てるためにも防

災会議をきちんとすすめてまいりたいと思っております。19 日吉野町戦没者追

悼式、平和記念式典ということで、古賀誠先生に公演をいただきました。本当

にいい話を聞かせていただきました。我々もあらためて平和のことを考えない

といけないと思っておるところでございます。24 日「世界文化遺産」地域連携

会議平成 26 年度総会・世界遺産市町村長サミットというのが京都で開かれまし

た。さすがの京都らしく、非常にいいイベントでございました。また世界文化

遺産を通じて連携を取りながら、我々もいろんな取り組みに参加していきたい

なと思っておるところでございます。10 月 29 日リニューアブルジャパンとの
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協定調印式ということで、左曽地におきますリニューアブルジャパンさんのメ

ガソーラー関する調印式をさせていただきました。30 日第１回津風呂ダム放流

に関する打ち合わせ会。いままで津風呂ダムの放流に関しましてはさほど注意

を払わなくてもいい状況でございましたが、今般の台風によりまして流入量が

多く、放流量が多くなりまして、あらためて津風呂ダムの放流のシステム等、

我々が安心できる状況のためにもいろんな相談をしたく、打ち合わせ会を開会

させていただいたところでございます。31 日「緑のカーテンコンテスト」審査

会。これは、11 月 17 日にも表彰式をしております。昨年からの取り組みでご

ざいまして、「緑のカーテンコンテスト」今年は事業所もたくさん参加していた

だまして、本当に見事な緑のカーテンを作っていただきました。小さな動きで

はございますけれど、大事にしていきたいなと思っております。11 月１日吉野

大峯世界遺産登録 10 周年記念シンポジウム。これを吉野山で開催させていただ

きました。今年一年は吉野大峯世界遺産登録 10 周年をずっと事業としてやって

いくと、このメイン事業がこの 11 月ひと月でございまして、それの 11 月初め

にあたりましてシンポジウムを開催させていただきました。あらためて世界遺

産の意義、またそれを誇りに思う気持ちというのを大事にしていきたいと思っ

ております。11 月２日平尾菊まつり。また同日、如意輪寺菊まつりでございま

す。平尾の菊まつりというのはずっとやられておりまして、本当に地域を根ざ

したいい試みをしていただいております。あわせて如意輪寺さんの方で後醍醐

天皇のお誕生日を祝うということで、今年から菊まつりを始められました。八

女市とのこともございます。これから南朝のことも頭の中に入れていきたいと

思っておりますので、いい事業が始まったなと思っております。３日第 45 回吉

野町表彰式。今年は、民生委員、農業委員が代わられたりということで、たく

さんの方を表彰させていただきました。同日ふるさと吉野元気まつり 2014 とい

うことで運動公園におきまして第４回目になりますが約 3000 人の方に来てい

ただきまして、年に１回かもしれませんが、たくさんの方に集う、皆さん方が

会って「久しぶりですね」「元気ですか」というふうな、そういうかたちでの集

まりがやってこれたかなと思っておりまして、これからの発展を希望するとこ

ろでございます。11 月７日全国史跡整備市町村協議会臨時大会及び要望活動と
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いうことで、全国史跡西部市町村協議会というのはずっと参加しておりますが

長らく出席しておりませんでした。というのも、財政上の問題から宮滝遺跡の

整備は中断しておりましたが、あらためまして本年度から動き出すということ

でこの大会に参加させていただきました。13 日区長連合会研修。これは徳島県

の神山町にグリーンバレーという NPO 法人の活動を特に見に行かせていただき

ました。仕事を持った方が来ていただくという、そういう定住促進をやってお

られまして、非常に参考になるお話を聞かせていただきました。また、それを

区長さん方に聞いていただいたことがたいへん意義があるなと思っておりま

す。16 日第 34 回全国豊かな海づくり大会。これは式典が大淀町のあらかしホ

ールでございまして、また、放流イベントが川上村の大滝ダムでございました。

吉野町はちょうど横断していただきまして、天皇皇后両陛下のお姿を間近で見

る機会ができたことが本当にうれしく思っております。また豊かな海づくり、

山からはじまりまして川へ海へとつながる話でございまして、たいへん意義の

ある大会であったのかなと思っております。11 月 18 日からは東京の方で治水

砂防促進大会に始まりまして、町村長会等のたくさんの会合に参加させていた

だきました。ちょうどこの間、衆議院の解散の話がずっと進む中でいろんな事

情を聴きながら、今後の方針また地方創生等の話をしながらいろんな勉強をし

てまいったところでございます。続きまして 22 日「献木の桜 植樹式」という

ことで、これは私出張中でございまして副町長に出席していただきました。吉

野山の奥千本のところに桜を植えていこうと特使さん方の動きでございまし

て、奥千本のあたりが見違えるように変わってございますので、どうか皆様方

機会がありましたらご覧いただきたいなと思っております。同日 22 日の土曜日

から町政懇談会、上市地区から始まりまして 12 月１日まで６地区回らせていた

だきました。今回はテーマを絞った懇談をしていただきまして、実りのある懇

談会ができたと思っております。以上、簡単でございますが行政報告とさせて

いただきます。 

 あらためまして上程いたしました議案の慎重審議、また 27 年度に向けまして

のいろんな動きに関しまして、皆様方からご意見を、一般質問も含めましてい

ろんなご意見を伺いたいと思っております。どうかよろしくお願い申し上げま
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

山  田

総務参事 

 

上滝議長 

 

山  田

総務参事 

 

 

 

 

 

 

して冒頭のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

ありがとうございました。 

 

日程３ 議長の諸報告に入ります。会議規則第 121 条但し書きの規定により、

閉会中の議員派遣の報告書を別紙のとおり提出しておりますので、皆さんご了

承願います。 

 

 

日程４ 承第３号 「平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（第３号）の専決

処分の承認を求めることについて」を議題として上程し、議案は事務局が朗読

いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

 

はい、議長。 

 

 

 山田参事。 

 

 平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（第３号）について説明申し上げます。 

 今回の専決処分につきましては、先月の 19 日の衆議院が解散したことにより 

まして、衆議院議員選挙の予算を調整するためものでございます。１ページを

ご覧いただきたいと思います。既定の歳入歳出予算に歳入歳出それぞれ 12,000

千円を追加し歳入最終予算の総額を歳入歳出それぞれ 5,491,891 千円とするも

のでございます。 

 よろしくご審議のほどお願いいたします。 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

大  北

教育次長 

 

上滝議長 

 

大  北

教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑を求めます。 

おはかりします。 

本件を報告のとおり承認することに異議ございませんか 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本件は報告のとおり承認することに決定いたし

ました。 

 

 

日程５ 議第 39 号 「ふるさと吉野定住促進奨学金貸与条例を制定すること

について」を議題として上程し、議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

 

はい、議長。 

 

 

大北次長。 

 

 議第 39 号ふるさと吉野定住促進奨学金貸与条例の制定について説明申し上

げます。 

 １枚めくっていただきまして、条例本文をご覧ください。第１条につきまし

ては目的を定めております。この目的の中に、通常の奨学金の条例に追加いた

しまして、吉野町に定住を志向する有為な人材の育成と確保ということを目的

として、定住予定者を支援するということを大きな目的としております。つぎ

に第２条でございますが、この条例で奨学生というのは大学等に在学する者を

言いまして、奨学金というのは奨学生に貸与する学資金をいうという文言の定

義を定めております。第３条につきましては、奨学金の貸与の条件に、要件に

つきまして定めておるのですが、とりわけ第３号につきまして大学等を卒業後、

３年以内に吉野町に定住する意思のある者と、こういうことで規定させていた
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

大  北

教育次長 

だいております。また第５条につきましては奨学金の額につきまして定めてお

りますが、月額３万円以内とするものでございます。月額につきましては貸与

を希望する奨学生の希望に応じまして額が定めることとなります。それから第

６条につきましては、貸与期間でございますけれども、その大学等の正規の就

業期間が終わる月までにしております。それから次のページでございますけれ

ども、奨学金の返還につきまして、第９条に掲げさせていただいております。

貸与を受けた月の３倍に相当する期間内に返還ということで定めております。

また奨学金は別に定める利息を付して返還するということにしておりますが、

第 11 条で返還の免除という規定を設けております。大学等を卒業後３年以内に

町内に居住する者につきましては、その一部または全部を返還免除と、こうい

う規定にさせていただいております。この条例につきましては平成 27 年４月１

日施行ということで、来年度４月５月中に募集をかけたいと思っております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を文教厚生委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は文教厚生委員会に付託することにいたし

ます。 

 

 

日程６ 議第 40 号 「吉野町立認定こども園条例を制定することについて」

を議題として上程し、議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

  

 はい、議長。 
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上滝議長 

 

大  北

教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 大北次長。 

 

 議第 40 号吉野町立認定こども園条例を制定することについてご説明させて

いただきます。 

 ページめくっていただきまして条例本文でございます。設置の目的につきま

しては、保育所及び幼稚園の機能を併せ持つ施設としてそれぞれの児童福祉法、

学校教育法に基づく認定こども園を設置の目的を定めております。 

第２条につきましては、よしのこども園・わかばこども園の名称位置を規定さ

せていただいております。それから第４条につきましては、幼稚園と保育所の

事業の併せた事業につきまして第１号から５号まで規定させていただいており

ます。また第５条につきましては保育料の規定でございますけれども、それぞ

れの１号認定から３号認定。それから一時預かりにつきましての上限を定めて

おるわけでございますが、この上限につきましては国の基準を上限といたして

おりまして、吉野町はこれ以下ということで規定させていただきました。また

第６条は保育料の減免について定めております。この条例につきましては附則

で平成 27 年４月１日から施行ということで定めておりますが、それ以下、附則

第２項から最後のページの７項まではこの設置条例に関しまして旧の保育所及

び幼稚園につきましての規定を廃止または一部改正する必要がございまして、

関係条例の廃止または一部改正について定めさせていただいております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を文教厚生委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は文教厚生委員会に付託することにいたし

ます。 
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上滝議長 

 

 

 

 

山  田

総務参事 

 

上滝議長 

 

山  田

総務参事 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

日程７ 議第 41 号 「吉野町行政手続条例の一部を改正することについて」

を議題として上程し、議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

 

はい。 

 

 

山田参事。 

 

議第 41 号吉野町行政手続条例の一部を改正することについて説明申し上げ

ます。新旧対照表のほうをご覧いただきたいと思います。今回の改正につきま

しては行政指導に伴います新たな個人からの申し出等ができるということの追

加。また、中止等を求めることができるという条項の追加等による変更でござ

います。 

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を総務委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は総務委員会に付託することにいたします。 

 

 

日程８ 議第 42 号 「吉野町一般職の職員の給与に関する条例を制定するこ

とについて」を議題として上程し、議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 
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山  田

総務参事 

 

上滝議長 

 

山  田

総務参事 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

山  田

総務参事 

 

上滝議長 

 

はい。 

 

 

山田参事。 

 

 議第 42 号吉野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正することに

ついて説明申し上げます。 

 条例説明資料の方をご覧いただきたいと思います。今回は人事院勧告に伴い

ます給与の改定でございます。詳細につきましては別添につけてございます行

政職の給料表等で明示させていただいておるところでございます。 

 よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を総務委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は総務委員会に付託することにいたします。 

  

 

日程９ 議第 43 号 「吉野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

ことについて」を議題として上程し、議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

 

はい。 

 

 

山田参事。 
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山  田

総務参事 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

西島医療

福祉参事 

 

上滝議長 

 

西島医療

福祉参事 

 

 

 

議第 43 号吉野町消防団等公務災害補償条例の一部を改正することについて

ご説明申し上げます。 

新旧対照表の方をご覧いただきたいと思います。変更の内容につきましては、

児童福祉手当法の改正伴います条文のずれの改正、あわせまして消防作業従事

者等の具体的な記載を行うための改正でございます。 

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を総務委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は総務委員会に付託することにいたします。 

  

 

日程 10 議第 44 号 「南和協議会規約の変更について」を議題として上程し、

議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

 

はい。 

 

 

 西島参事。 

 

 議第 44 号についてご説明いたします。 

 その前に、訂正がありましたので新しいぶんを差し替えさせていただいてお

ります。それにつきましては附則の方で、前には平成 27 年 4 月からの施行とな

っておりましたが、この規約は協議会の成立の日から施行し、平成 26 年 11 月
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

山  田

総務参事 

 

上滝議長 

 

山  田

総務参事 

 

 

 

 

１日から適用ということになりましたので差し替えをお願いいたしたいと思い

ます。 

 この議案の説明でございますが、地方自治法 252 の第１項に協議会の設立項

目がありますが、そのところに 252 の第２の条文に連携協力の項目が追加され

たことによる繰り下げの提案でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を文教厚生委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は文教厚生委員会に付託することにいたし

ます。 

 

 

日程 11 議第 45 号 「平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（案）第４号に

ついて」を議題として上程し、議案の朗読を省略して直ちに説明を求めます。 

  

 はい。 

 

 

 山田参事。 

 

 議第 45 号平成 26 年度吉野町一般会計補正予算書第４号について説明申し上

げます。 

 １枚開いていただいて、第１ページをご覧いただきたいと思います。既定の

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 239,671 千円を追加して歳入歳出予算

の総額を 5,515,562 千円とするものでございます。また第２条のほうで債務負

担行為の補正、第３条では地方債の補正というものがございます。９ページを
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ご覧いただきたいと思います。第２表債務負担行為の補正でございます。債務

負担行為に追加といたしまして LED 街路灯整備に伴うリース料ということで、

平成 27 年度から平成 36 年度までの 10 年間ということで、限度額 50,000 千円

の補正をお願いするものでございます。また第３表地方債の補正でございます。

追加といたしまして、高規格救急車整備事業債といたしまして 56,000 千円。そ

して変更といたしまして、し尿処理施設整備事業費におきまして 54,900 千円を

減額して 55,300 千円。町道整備事業債につきましては 10,600 千円を減額いた

しまして 22,400 千円。運動公園施設改築事業債につきましては 17,100 千円を

追加いたしまして 64,500 千円とするものでございます。主な変更につきまして

は歳出の方で説明をさせていただきたいと思います。ます最初に、今回の人事

院勧告に伴います人件費の補正について説明を申し上げます。一般会計におき

ましては、人件費の補正総額は 16,240 千円でございます。内訳といたしまして

は、給与改定に伴うものが 10,106 千円。そして時間外勤務手当 3,500 千円。災

害対応 850 千円。これはいずれも吉野まつりに関するもの、また台風 17・18・

19 号の災害対応に伴うものでございます。そして共済負担金の率が改定されま

したことに伴いまして 857 千円。その他 495 千円で、あわせまして 16,240 千円

の補正をお願いするものでございます。人件費以外のものについて主なものを

説明させていただきます。まず 27 ページをご覧いただきたいと思います。最下

段でございますが財政調整積立金 210 千円。その他特定目的基金積立金 375 千

円。これはいずれも利息の増に伴う積立金の増額ということでございます。そ

して 29 ページをご覧いただきたいと思います。電算管理事業で備品購入費で

1,405 千円の減額をお願いするものでございます。これにつきましてはパソコ

ンの調達を奈良県下一斉にやりましたことに伴います減額 1,405 千円でござい

ます。そしてその次社会保障・税番号制度導入推進事業 663 千円。これは中間

サーバー・プラットホーム利用負担金でございます。そしてページをめくって

いただきまして 33 ページをご覧いただいたいと思います。上段でございます

が、農業委員会委員選挙費 2,222 千円の減額でございます。７月に予定されて

おりました農業委員会の選挙がなかったことに伴います減額でございます。１

枚めくっていただきまして 35 ページをご覧いただきたいと思います。中段でご
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ざいますが、障害者総合支援事業扶助費 2,224 千円でございます。これにつき

ましては、対象者が増えたことに伴います給付費の増ということでございます。

そしてずっとページをめくっていただきまして 43 ページをご覧いただきたい

と思います。下段でございますが、水害被災地物産販売促進支援事業。これは

名古屋で行われます被災地対策の物販支援事業に赴くために費用でございま

す。そして 45 ページ中段下でございますが、町道新設改良事業で 13,100 千円

の減額をお願いするものでございます。これにつきましては、丹治地内で橋の

かさ上げを考えておったわけでございますが、その事業費が当初の見込みより

安くできたということに伴います減額でございます。そして１枚めくっていた

だきまして 47 ページをご覧いただきたいと思います。下段でございますが、常

備消防事業 5,637 千円の増額をお願いするものでございます。これは地方債の

補正でもお願いいたしましたように、消防車購入に伴います負担金ということ

でございます。そしてまたページをめくっていただきまして、51 ページをお願

いいたしたい。最上段でございますが、中学校管理事業 467 千円の追加をお願

いするものでございます。これは来年度新たに中学校に入られる生徒の机の購

入費ということで 467 千円をお願いするものでございます。また中段でござい

ます幼保一元化事業 1,046 千円でございます。これにつきましては備品購入に

伴います費用に計上させていただいたものでございます。53 ページをご覧いた

だきたいと思います。最下段でございますが、長期債償還元金でございます。

8,279 千円の増額をお願いするものでございますが、これにつきましては繰り

上げ償還をするための予算ということで 8,279 千円をお願いするものでござい

ます。そして 55 ページでございます。公債費に利子の方でございます。これに

つきましては 1,500 千円の補正をお願いするものでございますが、今回繰り上

げ償還に伴います賠償金が 1,500 千円必要となるところでございますが、みて

いただきましたように県の方からその 1,500 千円がすべて支出をされるという

ことで県の補助金 1,500 千円を見込みました 1,500 千円の支出をお願いするも

のでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

西島医療

福祉参事 

 

上滝議長 

 

西島医療

福祉参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑を求めます。 

おはかりします。 

本案を予算決算特別委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございません 

か。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

異議なしと認めます。よって本案は予算決算特別委員会に付託することに 

いたします。 

 

 

日程 12 議第 46 号 「平 26 年度吉野町介護保険特別会計補正予算（案）第

３号について」を議題として上程し、議案の朗読を省略して直ちに説明を求め

ます。 

 

 はい。 

 

 

 西島参事。 

 

 議第 46 号平成 26 年度吉野町介護保険特別会計補正予算書について説明申し

上げます。 

 １枚めくっていただきまして、保険事業勘定の規定の歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ 4,239 千円を追加し、歳入歳出それぞれ 1,203,271 千円。サ

ービス事業勘定につきましては、歳入歳出それぞれ 11 千円を追加し、歳入歳出

それぞれ 6,704 千円とするものでございます。歳出について主なものをご説明

させていただきます。18 ページをご覧いただきたいと思います。今回の補正の

主なものといたしましては、介護保険制度の改正に伴いますシステムの改修事

業の委託料 3,942 千円でございます。その他の項目につきましては人事院勧告

に伴う給与の変更でございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  谷

水 環 境 

参  事 

 

上滝議長 

 

表  谷

水 環 境 

参  事 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

質疑を求めます。 

おはかりします。 

本案を予算決算特別委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございません

か。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は予算決算特別委員会に付託することに 

いたします。 

日程 13 議第 47 号 「平成 26年度吉野町簡易水道事業特別会計補正予算（案）

第１号について」を議題として上程し、議案の朗読を省略して直ちに説明を求

めます。 

 

はい。 

 

 

 

表谷参事。 

 

それでは議第 47 号について説明いたします。 

平成 26 年度吉野町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）でございます。

既定の歳入歳出予算にそれぞれ 267 千円を追加させていただいて、それぞれ総

額 580,381 千円とさせていただくものでございます。最終ページをご覧いただ

きたいと思います。先ほどもございましたように人事院勧告によるものが 217

千円を給与費としてあげてございます。そしてその下、利子増に伴います積立

金として 50 千円をあげておるものでございます。 

よろしくご審議をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

おはかりします。 
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大村議員 

 

上滝議長 

 

大村議員 

 

 

上滝議長 

 

大村議員 

 

 

 

上滝議長 

 

山  田

総務参事 

 

 

 

 

 

大村議員 

 

上滝議長 

 

本案を予算決算特別委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございません

か。 

 

議長。 

 

はい。大村議員。 

 

人事院勧告、さっきからずっと出てるんけど、勧告出てからタイムラグどれ

だけあるの。時間的に。法律決まってから。 

 

日程 13 の対しての問題ではないと思うんですけれど。 

 

いやいや、それだけ聞きたいねや。今までずっと人事院勧告で人件費変わっ

てるやん。それの法律が決まってから施行される、今日でてくるまでのタイム

ラグどのくらいあるか、誤差がよ。時間的に。 

 

ちょっと待ってください。その質問に総務参事の方から。 

 

はい。 

まず、人事院勧告ですが、人事院勧告というのは今年の８月に勧告されてご

ざいまして、国家公務員の給料の改定については先般決まったばかりでござい

ます。吉野町につきましても今回の議会において人事院勧告を実施するために

条例変更をお願いするものでございます。ただし、人事院勧告の実施について

は今年の４月にさかのぼって実施をするというものでございます。 

 

議長。 

 

はい、どうぞ。 
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大村議員 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

表  谷

水 環 境

参  事 

 

上滝議長 

 

表  谷

水 環 境

参  事 

 

あれやな。４月にさかのぼってするねんけど、法律は８月にでとるわけ。 

（ 「勧告は」の声あり ） 

勧告は。実施するのは４月から。 

（ 「４月にさかのぼって」の声あり ） 

４月にさかのぼって。そっから給料上げるわけやな。 

（ 「そうです」の声あり ） 

はい、わかりました。ありがとうございました。 

 

おはかりします。 

本案を予算決算特別委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございません

か。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

異議なしと認めます。よって本案は予算決算特別委員会に付託することにい

たします。 

 

日程 14 議第 48 号 「平成 26 年度吉野町下水道事業特別会計補正予算（案）

第１号について」を議題として上程し、議案の朗読を省略して直ちに説明を求

めます。 

 

はい。 

 

 

 

表谷参事。 

 

議第 48 号について説明を申し上げます。平成 26 年度下水道事業特別会計補

正予算（第１号）でございます。 

規定の歳入歳出予算にそれぞれ 153 千円を追加させていただきまして、

297,153 千円とさせていただきたいものでございます。最終ページをご覧いた
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上滝議長 

 

表  谷

水 環 境 

参  事 

 

 

 

だきたいと思います。給与費で 153 千円をあげさせていただいての補正でござ

います。 

よろしくご審議をいただきますように願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

おはかりします。 

本案を予算決算特別委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございません

か。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

異議なしと認めます。よって本案は予算決算特別委員会に付託することにい

たします。 

 

 

日程 15 議第 49 号 「平成 26 年度吉野町水道事業特別会計補正予算（案）

第１号について」を議題として上程し、議案の朗読を省略して直ちに説明を求

めます。 

 

はい。 

 

 

 

表谷参事。 

 

議第 49 号 平成 26 年度吉野町水道事業特別会計補正予算（案）でございます。

これも、人事院勧告に伴うものでございますが、最終ページをご覧いただきた

いと思います。給与費それぞれで 190 千円。その下で 80 千円をあげさせていた

だいております。戻っていただきまして、それぞれの費用につきましては営業

費用として 190 千円からの支出をさせていただきたいと思っております。下段

のほうでございますが、同じく 80 千円につきましては資本的支出の建設改良費
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上滝議長 
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観光参事 

 

 

から 80 千円を補正させていただきまして、合計 270 千円を補正させていただき

たいと思って思っておるところでございます。 

よろしくご審議をいただきますようお願い申し上げます。 

 

質疑を求めます。 

おはかりします。 

本案を予算決算特別委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございません

か。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

異議なしと認めます。よって本案は予算決算特別委員会に付託することにい

たします。 

 

 

日程 16 議第 50 号 「吉野町国民健康保険条例の一部を改正することについ

て」を議題として上程し、議案は事務局が朗読いたします。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

説明を求めます。 

 

議長。 

 

 

 

はい、山本参事。 

 

それではご説明を申し上げます。 

議第 50 号吉野町国民健康保険条例の一部を改正することについてでござい

ます。次のページをお願いいたしたいと思います。今回出産一時金が引き上げ

られることになりまして、平成 27 年 1 月 1 日から施行するものでございます。

また、施行日前に出産した被保険者に対する出産一時金につきましては、従前
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の額になります。 

以上でございます。よろしくご審議お願いいたします。 

 

質疑を求めます。 

 おはかりします。 

本案を文教厚生委員会に付託いたしたいと思いますが異議ございませんか。 

         （ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案は文教厚生委員会に付託することにいたし

ます。 

  

 

 一般質問が入るわけでございますけれど、５分間休憩させていただきます。 

 

 

（ 休憩 午前１１時１分 ） 

（ 再開 午前１１時８分 ） 

 

 

 日程17 一般質問に入ります。 

 ８番、薮坂眞佐議員より出されております 

 （１）空き家・空き地を活かす条例制定を 

 （２）鳥獣被害から町民の暮らしを守るために 

 の一般質問をお願いいたします。 

 薮坂議員。 

 

 ８番、薮坂です。 

空き家・空き地を活かす条例制定を求める立場で質問をさせていただきます。 

 ８月のそれぞれの地域での懇談会でも出され、また今回の行政懇でも話題に

なっておりました空き家につきまして、今、吉野町はあちこちで大変な状況に
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なっているというふうに、さまざまな住民の皆さんのお声を聞かせていただき

ます。この空き家あるいは空き地問題をどう考えておられるのか、吉野町内に

一体何件ぐらいの空き家があるのか、そのあたりの実態についてお尋ねをした

い。 

 それと同時に、吉野町の空き家の実態の中で、各地域で把握してくださって

いる問題点、例えば利用可能な戸数はどれぐらいあって、あるいはリフォーム

の要る戸数はどれぐらいあるか。また、特定空き家と言われる、もう使いよう

がない、処分をしないと近隣のおうちに迷惑がかかる、あるいは防災上危険、

あるいは安全上道路を塞ぐんではないかというふうな特定空き家と言われる処

分が必要な戸数はどれぐらいあるのか。そのあたりについて、まずお聞かせ願

いたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 町長。 

 

 ご質問ありがとうございます。 

 まず、空き家・空き地問題をどう考えているかということでございます。 

 空き家、空き地につきましては、基本的には所有者が維持管理をすべき財産

であり、町が所有者に成りかわり、維持や管理を行うものではないと考えてお

ります。しかし、空き家、空き地が十分に管理されない状況にあり、地域の住

民の皆様の生活に支障を与えている状況にあれば、行政上の手続を経て、所有

者への要請や命令を下すべきだと考えております。 

 本年11月に臨時国会で、空き家対策推進特別措置法が成立いたしました。こ

のことを受け、国が定めるガイドラインに準じて適正に処理を進めたいと考え

ております。また、空き地につきましては、適正な維持管理のみならず地域の

公共の福祉の推進につながるような提案が地域よりあれば、検討したいと考え

ております。 

 吉野町の空き家の実態でございますが、正確に把握はできていない状況であ

ります。先日実施いたしました行政懇談会におきましては、上市地区のテーマ

が空き家対策ということでもあり、それぞれの町内会長から現状についての情
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報提供をいただきましたが、全町的なデータに就きましての把握は、今後、地

域担当職員制度を活用いたしまして、空き家対策推進特別措置法で定める空き

家対策計画にデータベースとして活用できる形での調査を実施したいと考えて

おります。 

 特定空き家でございますが、適正な維持管理の実施を所有者に対して啓発を

することがスタートであると考えておりまして、それ以降につきましては、法

や条例の定めに従った対応が必要と考えております。国が示すガイドラインや

財政措置も参考といたしまして、対応を進めたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

 薮坂議員。 

 

 国のガイドラインが今回出されておりますけれども、それと同時に、やはり

それぞれの地方自治体が空き家問題にどう向き合うかということが、この第187

回国会の空き家等対策の推進に関する特措法で出されております。その中では、

協議会を開くことなど詳しくガイドラインとして示されているのですが、それ

には必ず町長の権限云々もあり、必ずやっぱりそれぞれの地域でどういう自治

体で条例に基づいてガイドラインを実行していくかということを早急に決めて

いかないとならないというふうに示されておりますから、積極的にもうチャン

スと捉えて動くべきだというふうに私は思っています。 

 その中で、今一番私がお尋ねしたいのは、地域の安心や景観保全、活性化の

ために、特定空き家と言われる、もう活用できないというそういう空き家をど

うしていくのか。管理、修繕の勧告でありますとか、固定資産税の問題、住宅

用の住宅用地特例が外されたら、固定資産税が３倍から４倍に上がるんじゃな

いかというお宅もあるようで、それでやっぱり解体することができないんだと

いうふうなお声も聞いております。また、解体助成制度については、全国で空

き家条例をあちこちでつくられたところでは解体助成の制度をつくっている。

奈良県では３つの自治体が既に空き家条例をつくっているようですけれども、

近隣の三宅町を見ておりますと空き家解体に補助金を出すと、こういう形でさ
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まざまな詳しい取り組みがなされております。だから、このあたりも含めて、

いわゆる特定、危険と言われる空き家をどうしていくのか。 

 ちょっと事例を申し上げますと、私がここ２年ほどの間に経験したことばか

りですけれども、例えばあるおうちが、雨どいの雨漏りがひどくなって、家が

密集しておりますので隣近所に雨がどんどん漏れていくと、落ちていく。だか

ら、あそこを何とかしたいから貸してほしい、あるいはもう潰すかしてほしい

ということをそこのおうちの持ち主さんと思われる人に頼んだ。そうしたら、

その人は実は相続人の問題でもめていて、５人のうち４人まで判ついてくれた

けど、あと１人が判ついてくれないからどうしようもないということで、今も

建ったままで老朽化しているところが放置されています。こういう相続人の問

題で、空き地、空き家をどうしようもないという事例。 

 また、あるおうちは、工務店に売ってほしいということでもう依頼をしたけ

れども、10年近く売れないのでほとんど資産価値がないと、それで私は、資産

価値がないんだったら200万ほどで買えるんだから、ぜひ吉野町の空き家活用の

リフォーム助成の制度に乗せてほしいということで役場から見に行ってもらっ

たら、もう既に200万で買っても、あと残り200万を追加してリフォームできる

状況にはない、老朽化し過ぎているということで活用することができませんで

した。 

 つまり空き家というのは、何年も戸閉めをして風を通さなかったら一遍に老

朽化してしまう。だから、空き家リフォームとして使おうと思ったら、長い年

月たたない間にちゃんと手を打つべきではないかと、だから１番目は相続人、

２番目はやはり空き家になって長い間放置しない、そのためにはどうしたらい

いかという問題。 

 ３番目は、空き家としてまだリフォームしたら使えるんだけれども、自分が

別荘として使うということもあり得るということで、実際には別荘にはなって

いないんだけど空き家状況が続いていて、そこへ空き巣が入った。近所の声か

けをしていたら空き巣は入りませんというふうに私たちは指導を受けてきまし

たので、声かけもし、地域もみんなでというふうな形をつくったんだけど、裏

側から入られてそこで空き巣に入られたんだけど、長い間あけてあるから、お
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うちの何をとられたかがわからない。お巡りさんが来ていろいろいっぱい調べ

はったけども、近隣の者たちも手の打ちようがないというそういう事例があり

ました。だから、空き家に関しては、やはり管理責任者にきちっと管理しても

らうというのが絶対条件だというふうに思います。 

 それから、４番目は、あるおうちの空き家が倒れかかっている、どないかし

てほしいというお電話があって、いろいろ見せてもらいに区長さんと一緒に行

った。お話を聞いていたら、本当に家が倒れかけていて、もうちょっと倒れた

ら里道や隣のおうちにもう壊れかかってくるという状況まで来ていました。聞

いたらその方はちょっと離れた地域に住んでおられるんだけど、そこのお電話

いただいたお隣のおうちの人とちょっとしたトラブルがあったために、何ぼ言

うても聞いてくれへんねんということがあったんで、しようがないから、もう

当たって砕けろで、そこのおうちで電話したら、気になってたんですというこ

とで、早速取り壊しをしてくれました。つまり地域住民が声をかけてうまくい

く事例もあるんだけど、逆に第三者が誰か入ることで仲を取り持つことがある。

それが可能だという事例かなと思うんです。 

 今、典型的な４つの事例を挙げさせてもらったんですけど、そのあたりを踏

まえてぜひ空き家条例をつくってほしいなというふうに私は思っています。特

定空き家の問題がこれから大きくなってくるかと思うんですけど、そのあたり

でこういう特定空き家を何とかしようという条例をつくってほしい。今の国の

ガイドラインの第７条には協議会を設置すると、その協議会を設置する代表者

は町長であり、それから参加者は地域住民、議員、有識者、有識者の中には不

動産業の人とか建築屋さんとかというふうな、第７条の協議会設置というのを

やっぱり私たちは逆手にとって吉野町向きの条例をつくる。そして、一定の拘

束力、あるいは相続人をさかのぼっていく、あるいは壊してほしいというまず

お願いをして、壊してくれなかったら勧告をして、それから命令をして、あか

んかったら、例えば船橋市の空き家適正管理にする条例では代執行まで決めて

おります。行政代執行をすることでその費用は管理責任者に負担してもらうと、

ところが相続や何やでもめている場合には、空き家を放棄してもらって、もう

それは、ここは市ですので市で管理するような、あるいは市がもう好きなよう
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にする、だから売ってもいいですよみたいな市有地にしてしまうという、そこ

まで決めているところもあります。 

 ですから、どこがいいかどうかというのは、吉野町のそれぞれの地域の皆さ

んがどう思いはるかわからへんねんけども、そこまでの強制力を持った取り組

みをするためには、やっぱり吉野町の空き家条例が要ると思うんです。そのあ

たりをお尋ねしたいと思います。 

 

 町長。 

 

 まことにおっしゃるとおりでございます。条例制定につきましては、もう何

年も前から考えておりまして、特に昨年の上市地区での懇談を中心にいたしま

して、つくろうとしたんですが、今、特定空き家を規定するところの技術的な

ところでなかなか踏み切れなくておりました。今回、特措法ができましたので、

これに基づいて法整備がされることからはずみがつくと思っております。 

 特定空き家に関しましては、受託とか修繕とか、いろいろ指導、助言、勧告、

命令が可能でございまして、特に要件が緩和された行政代執行により強制執行

が可能ということもあったりもございますので、ただこの辺の特に技術的なと

ころで悩んでおったんですが、都道府県が市町村に対して技術的な助言をする

というふうな項目もございますので、その辺、ご相談しながらつくってまいり

たいと思います。 

 また、具体的には本当にそれぞれが事情が違いますので、具体的に１件ずつ、

これは地域の方々と地域担当者を含めて個別に一つずつを解決していかなきゃ

ならないというふうに思っていますので、そういうことも含めまして、地域も

含めた協議会をどのようにつくっていくかなということも課題かなと思ってお

ります。また、いろいろご意見をいただければありがたいと思っております。 

 

 薮坂議員。 

 

 空き家条例を制定していくという方向と、協議会を設置して、そこで住民の
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皆さんたちの地域担当や地域の人たちの声を聞きながら個別にという、そうい

う形で動いてくださるというふうに理解をさせてもらったんですけれども、じ

ゃいつこの空き家条例を見通しとしてはいつごろ提案をされ、協議会がいつご

ろ動き出すのか、そこまで詰めさせていただきたいと思います。絵に描いた餅

になる傾向がどうしても多いですので、何としてもやっぱり空き家がまちを滅

ぼすとまで言われている時代ですので、早急にスピード感を持った取り組みを

求めたいと思うんですけど、まず１点目はそれ。 

 ２点目は、空き家とか空き地を生かす先進的な全国の取り組みが始まってい

ます。ポケットパークなどをして、例えば町有地にする。あるいはもう地元、

地域ですね。地域の人たちがその空き家、空き地を活用できるような、それも

やっぱり条例化してしまう。例えば地主さんはいてはるけれども、地主さんと

関係なく、もう無償で貸しますよとなるか、あるいは有料で貸しますよ、その

かわりにそこは地元の人が例えば駐車場にしてお金をもうけて、その収益の中

から地代を払ってもいいですよとか、さまざまな空き家条例を制定して、その

後行政代執行なり何なりという形で、きれいに更地にした後をどう活用するか、

そのあたり吉野町でやっぱり使えるアイデアいっぱいあると思うんです。例え

ば森林セラピーでありますとか、それからサイクリングでありますとか、さま

ざまな形で入り込みの観光客さんがすごく増えています。総数がどれぐらい増

えているかというのはちょっと把握できていないんですけど、その人たちの例

えば休憩スポットにするとか、あるいは地域のサロンづくりが進んでいる。そ

こで、地域の皆さんに有効活用していただいて、グラウンドゴルフができます

よみたいな、空き地、空き家のその後の有効活用についても、本当はまちづく

り条例の中でうたわれていることと結びつけて、地域住民が中心になっていろ

いろ取り組んでいくべきだというふうに私は思っているんですけれども、その

あたりもお尋ねしたいと思います。 

 

 町長。 

 

 今回の特措法でございますが、特に国交省のほうが基本指針を２月末までに、
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ガイドラインを５月末までに策定する予定でございまして、それを見ながらや

っていきたいと思っておりますが、特にガイドラインの中で、市町村が空き家

対策を進めやすくするように特定空き家の具体的な判断基準、特定空き家の所

有者の助言や指導、撤去命令などの手続の進め方というのを盛り込まれている

ようでございますので、これを見ながら並行して27年度につくってまいりたい

と思っております。 

 活用につきましては、それも先ほど１件ずつチェックといいますか、本当に

それぞれが場所から何から今の条件が違うと思いますので、それこそ地域の

方々と担当者とでどういうやり方があるかというふうなことを前向きな取り組

みが進められることを考えております。ただ、買い上げとかそういうふうな財

政の問題もございますので、どの程度できるかわかりませんけれども、前向き

な活用の方法というのも頭に入れて動きたいと思っております。 

 

 薮坂議員。 

 

 私は買い上げまでは、お金を出して買い上げるということまでは、吉野町の

財政を圧迫するようなことはすべきではないと考えています。ただ相続人がも

う不明でどうしようもないとかというようなところに関しましては、一切の権

利を放棄していただいて、町が有効活用させてもらうということもあり得ると

いう、そういう条例の方向性にすることと、あくまで最初に町長さんがおっし

ゃったように、所有者の維持管理は責任は所有者にあるというこの原則は絶対

に崩さないで、でも何とかしたいけど一歩も手が出ないんやという、その人た

ちに対してやっぱり援助の手を差し伸べていくということが要るかと思うんで

す。 

 それと、その後の空き家の活用とかに関しては、27年度中に条例をつくると

いうことなんですけど、やっぱり同時進行で地元の住民の皆さんたちの声を収

集していく必要があるし、方向として、やっぱり吉野町はこれから空き地、空

き家、吉野町が管理責任を発揮して個人の人が管理してくれたら何ら問題ない

んだけど、方向性としてどうしようとしておられるのか、まちづくりと関わっ
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てお尋ねしたいと思います。 

 

 町長。 

 

 行政の手順といたしましては、条例をつくって対応というのは普通なんです

が、これに関しましては１件ずつ状況が違いますし、具体例に対してどう対応

できるかということが大事なので、その並行したのを調べながら条例もつくっ

ていきたいと、これに対してどうするかということは個別の対応が大事だと思

いますので、皆さん方のご協力とご意見をいただきながら、そういう動きがそ

ういう条例になりますことを頑張ってやっていきたいと思っております。 

 まちづくりに関しましては、それと並行して、その場所がじゃどうなるんだ

ろうかということは、今もう本当に各町内会、自治会が存続がどうなるかとい

うことを考えていただいているところでございます。自分たちのところは自分

たちでしなきゃならないというふうな思いが上がってきておりますので、そう

いうことをうまくカバーして動いていけると思っております。 

 

 薮坂議員。 

 

 条例ができて、そしてそれぞれの地域に合わせた個別にということで動いて

くださるということです。協議会の一番構成メンバーの長が町長で、その次に

地域住民という表現があります。これはそれぞれ個々の状況に対応できるよう

なということだろうと思いますので、きっちりした協議会と同時に、そのとき

そのときによって地域住民の構成メンバーが変わっていくということも含め、

それぞれに早急な対応をしていただきたい。３年後、５年後に動き出しますと

いうふうなことではなく、やっぱり27年度中に条例をつくって動いていっても

らうことで、ちょっと明るい兆しが見えるんではないかというふうに思います

ので、ぜひそれはよろしくお願いをいたしたいと思います。 

 そしたら、ちょっと時間が余りないんですけども、鳥獣被害から町民の暮ら

しを守るということで一般質問をさせていただきます。 
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 今、イノシシ、鹿、猿などの被害が拡大していて、民家周辺にも出没をして

いるような状況です。きのうも三津を走っておりましたが、昼間だけどイノシ

シの赤ちゃんが３匹、親がいなくてものんびりと歩いていて、車が行っても逃

げないというふうな状況で、本当に三津だけではありません。私の住んでいる

飯貝でも、お猿が民家の屋根で柿を食べているとかというふうな状況が非常に

多いんですけども、被害状況の実態把握はどういう形でされていて、今どうい

う実態にあるのか、お知らせ願いたいと思います。 

 

 吉岡参事。 

 

 被害の確認ということにつきましては、町のほうに被害報告が上がってまい

ります。まちづくり振興課のほうに上がってまいりまして、数字でございます

が、平成23年度から25年度で合計60件ございました。それで、26年度につきま

しては現在のところ42件の届けがございまして、相当増加がしておるというふ

うなところでございます。 

 

 薮坂議員 

 

 すみません、被害の内容もお願いします。 

 

 吉岡参事。 

 

 今、被害数でございますが、そのうちパーセントで申し上げますと、田んぼ

の被害が60％、それから畑での被害が25％、山林については10％、それ以外で

５％というところでございます。 

 

 薮坂議員。 

 

 田んぼ、畑、山林、その他ということで被害実態を把握してくださっている
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んですけど、実は最近の状況でいえば、民有林の足元をイノシシが掘り返して

大量の土砂が道路に、県道にはみ出しているという状況が続く。それで、土木

事務所に電話をしたら土木事務所が土をよけに来てくれるんだけど、先日は赤

ちゃんの頭ぐらいもありそうな石がごろごろ落ちていると、子供たちの通学路

であり、また保育所へ通っている子供たちがそこを歩くときに歩けなかった。

これがちょっとした雨や風でどんどん落ちてくるってかなわんなというふうな

ことで、本当に悪戦苦闘したという事例があります。今は町のほうで、とにか

くじゃ猟友会に入ってもらいましょうということで猟友会に入ってもらって、

一旦はおさまっているけど、掘り出す、イノシシが掘るのが半端じゃない掘り

方をしますので、道路に隣接しているところで大きな40年生、50年生の杉の根

の見えるような状況にまで掘っています。それがやっぱり道路に落ちてくる。

土木事務所は道路に落ちたものは電話をしたらとりに来てくれるということ

で、３日か４日連続で来てくださったんですけど、朝子供たちが通学するよう

な時間には間に合わない。だから、落ちているところを高校生たちが迂回して

いくので車が通れなくて、ちょっとした渋滞やったんやというふうな話もあり

ます。 

 そのあたりで、実態が田んぼ、畑、山林という分け方もあるんですけど、被

害住民がどういう形で被害を受けているかというそういう実態把握もぜひして

ほしい。それに基づいた対策を立ててほしいなというふうに思うんです。この

前、吉野地区の行政懇でも出ていましたけど、民有林の場合にはあくまで民有

林管理者に責任があるのははっきりしているんですけども、そして落ちたもの

に関しては土木が県道だったしてくれる、町道だったら町がしてくれるんです

けど、それをつなぐ機関がありません。だから、民有林の所有者が近くにおら

れなかったら、住んでおられなかったら、その場合どうなるんだろう。非常に

不安は持っています。 

 私は、何とかネットを張るとかしてほしいということで町にお願いをして、

町が土木とかけ合ってくれて現物支給はします。ただしそれからの維持管理は、

現物支給して工事をした人たちがしてくださいねということだったんで、じゃ

近くの地域住民のボランティアだけでは維持管理できないなというふうに非常
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薮坂議員 

に不安を持っています。そのあたりではどうなのか。こうやってイノシシが出

てくるということは、住宅、菜園場ももちろんです。町の電気柵とか、そんな

んにも当てはまらないような小規模の菜園場も荒らされています。それがやっ

ぱり高齢者の生きがいを奪いつつあるということとか、あるいは住宅の裏のが

けがそれで崩れて、ブルーシート張ってあるんだけどというふうなそういう問

題とかが出てきております。 

 ですから、この状況もやはり今出されている空き家とかとも同じだと思うん

ですけれども、一定の強制力をもって指導を強めてもらうという、そういうこ

とが要るんじゃないかなと思います。その辺お願いしたいと思います。 

 

 町長。 

 

 大変被害が大きくなってございます。所有者責任という意味でいいますと、

今、空き家に関しまして出てきました。空き家の対策を参考にしながら、山林

なり耕作放棄地なんかの所有者責任ということもうたえるような方向というの

は考えなきゃならないと思っておりますが、どこまでできるのかというのはち

ょっと技術的なこともございますので、検討はしていきたいと思っております。 

 鳥獣被害に関しましては、やっぱり基本的には鳥獣と我々との言葉はきつい

かもしれませんが、戦争だと思っておりますんで、どこまで皆さん方で意識を

持って対抗できるかということで、山に関しましても、きちんと下刈りもしき

れいにしていると、それほど出てくるわけでもないと思っておりますし、見た

ら皆さんが一生懸命追いまくるという、そういうふうな形の動きというのは必

要かなと思っておりますが、今行政でどこまでできるかと言われても、なかな

か難しいものもございます。とりあえず所有者責任をどこまで言えるのかとい

うことを検討してまいりたいと思っております。 

 

 薮坂議員。 

 

 所有者責任と同時にやっぱり所有者の人に対する一定の支援、お金を出すと
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かそういうのだけではなく、一定の支援が要るかと思うんです。持ち主さんが、

じゃ動こうというふうな。周辺の人たちも協力できることはしていくけれども、

とてもじゃないけどできないというふうな規模になりつつありますので、その

あたりもぜひお願いをしたいと思います。 

 特にその後、ジビエ加工に関して、例えば猟友会の人たちが撃った後どうす

るのか。撃ってもそんなんすぐに処理せなあかんし、とてもじゃないけど、も

う冷凍庫がイノシシの肉で満杯や、そんなふうにおっしゃっている声を聞きま

した。ジビエ加工なども含めて、前向きな積極的な鳥獣の活用、できないもの

だろうかというふうに思うんですが、その辺もジビエの研修にも行かれたとい

う町長さんに、前向きなご検討、ご回答をお願いしたいと思います。 

 

 町長。 

 

 ジビエに関しましては、いろいろと研修を重ねたり見学に行っていただいた

り、担当者も動いております。いろいろ施設がございまして、近いところでは

上北山村に、あるいは和歌山県、あるいは五條市がございまして、行っており

ますが、基本的には全て低く見ても年間500万円ぐらいの赤字が続くというふう

な話も聞いております。解体だけで終わらせるのか、肉の加工までして販売ま

でするのかというのもございます。理想的には肉の販売ができてペイすればい

いんですが、それはできないようだというふうなことを聞いておりますので、

我々吉野町で財政的なことを考えながら、どこまでの施設がつくれて、どこま

での解体までなのか加工もするのかと、どれだけ人をつけるのかということも

含めて、今検討をしております。誰がどの場所でするかというふうな非常に大

事なこともございますし、解体した後の処理はどうするかとか、非常にご相談

しなきゃならないことがたくさんございますので、いろいろ研究はしておりま

すので、近いうちにはご提案、ご相談できると思っております。 

 

 薮坂議員。 
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 ぜひ前向きに検討、そしてそれは吉野町だけの問題ではありませんので、こ

ういう機会やからこそやっぱり三町村なり、吉野郡の広域の共同でジビエ加工、

そして吉野の産品として出していけるようなそういう広域の取り組みをぜひし

ていただきたいなと思います。 

 以上です。終わります。 

 

 

 続きまして、５番、野木康司議員より出されております 

 （１）組織機構改革について 

 （２）財政状況について 

 の一般質問をお願いいたします。 

 野木議員。 

 

 ５番、野木です。一般質問の機会をいただきましてありがとうございます。

町政についてということで質問をいたします。 

 まず、初めに、組織機構改革について町長にお尋ねをいたします。 

 １点目、９月議会で選抜13名の職員さんでプロジェクトチームを立ち上げ、

機構改革に向け取り組んでおると、原案としては５課10班とし、同じ課内の班

においてはお互い協力できる体制をとり、今後に向け、少数でより効果がある

動き、働きができるように改革をしたいと、できれば一斉にとは言わなくても

可能な部署からでも27年の８月から実施していきたいというような、このよう

な説明がありました。 

 27年度といいますと、23年度から始まった第４次総合計画の前期基本計画の

最終年度であり、また後期基本計画の策定作業の年度でもあります。前期の検

証をしっかりとし、それをもとにより高度な改善策を示し、後期に向けた計画

を立てなければならない非常に重要な時期に、あえてなぜ機構改革をしなけれ

ばならないのか。その理由と期待する効果は何であるのか、町長にお尋ねをい

たします。 
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 町長。 

 

 ご質問ありがとうございます。 

 今なぜ機構改革をするのかと、機構改革すること自体に関しましては、皆さ

ん方のご理解を得ていると思っております。要するに経常収支比率が悪いのも、

全ては人が多いのではないかというふうな感覚もございます。もう少しシンプ

ルにわかりやすい、そういう機構を目指したいということでございます。 

 今まで２回ほどやってまいりましたけども、大体人に合わせたり仕事に合わ

せたりしてやってまいりました。そうじゃなくて、我々クラスの町村というの

はどれぐらいの機構でどういうふうな対応をしていくのが望ましいのかと、組

織体として何がいいのかというようなことを今テーマに、人とか場所とか関係

なしに、とりあえず組織として考えていくということを今しております。そう

いうふうなことをやっておりまして、今度それの次の計画に合わせていきたい

と思っておりますが、平成27年度、今、議員さんおっしゃったとおり、第４次

総合計画の前期の最終年度でございまして、また後期をうまくスムーズにする

ための後期の計画の策定の年でございます。それを並行しながらやることによ

って、後期の計画のどれがどれに当たって誰が担当するかということが、それ

を並行してやることによりまして28年度からの後期がスタートするというこ

と、ゆっくり構えた場合、前期終わってから検証して次立ててとやっていくと、

どんどんゆっくりゆっくりなっていく。今、非常にスピードを求められており

ますし、地方創生の波にも乗らなきゃならないということで、今とにかく今や

ることが意義があると私は思っております。 

 今回、第４次総合計画というのは全体の中で、あるいは章立て等は余り変わ

らないと思っておりますけども、特に基本政策は変わらないと思っております

が、同時に、やっています事務事業評価なり施策評価なりを踏まえて後期を立

てていくのに、今の時点でやることが次の後期計画をうまくスムーズに進める

ためには大事だと考えております。 

 

 野木議員。 
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 今、町長が言われました今までからも幾度となく言われております、いま役

場の職員の数が多い、そのためにシンプルな組織にしたいと、こういう町長の

考えは私もよく理解はできます。それは当然そうしなければならないと思いま

す。 

 ただその時期の問題でありまして、前期基本計画での施策を実施したことに

よるその効果や、あるいは住民の満足度がどうであったのか。あるいはまた、

多くの事業の評価を細部にわたり非常に厳しく検証して後期につなげなければ

ならない時期にあって、やはり全てを把握した担当の職員さんがそういうこと

に取り組まないと非常に作業の効率も悪く、また多くの混乱を招く可能性が高

いのではないのかと私は思うわけであります。違った目で見るというのも非常

に大事な要素でありますけども、最初の計画から携わった人が最後の検証、改

善までを責任を持ってやるということが、やはり人を使うということにおいて

非常に大事なことであると、そうしないと職員に達成感、やったという達成感、

あるいはこれはまずかったなというような反省ですね。こういうことが非常に

生まれてこないのではないのかなと思うわけであります。例えば同じ人が８割、

９割まで計画、立案から担当していってずっと事業をしてきて、あと１割、２

割で検証が上がり、また今後に向けての課題、問題を見つけようというときに、

例えば異動や配置、担当替えとかがあるというのは、当の本人にとって非常に

マイナスの作用、考えしか働かないのではないのかというようなことも思うわ

けで、上手に職員さんのモチベーションを上げてやろうという意味において、

私は非常にこの時期がちょっとまずいのではないのかなと思うわけです。町長

のさっきに考えには反対はしません。ただその時期については、今言うたよう

にちょっと考え直してもいいんじゃないのかなという意見を私は持っておりま

す。 

 吉野町の実態に即した今後の政策を進めていくためにも、後期基本計画の策

定が終わってから組織機構改革を実施することが住民の皆さんの理解によりつ

ながるのではないのかと、このように思います。ぜひまた、再検討もできたら

お願いをしたいなと、このように思うわけです。 
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 次に、２点目、職員の配置についてお尋ねをいたします。 

 これも、今後、１点目の組織機構改革を実施することによって変わってくる

と思いますけども、各部署の適正な職員の配置人数、これをどのような基準を

もとに判断されてきたのか、お尋ねをいたします。 

 また、25年度一般会計で、嘱託職員さん、アルバイトさんの賃金が約9,000

万円という大きなお金を支出しております。総務課からいただいた資料により

ますと、25年度の臨時職員さんの統計ですが、日々雇用の方々は１カ月大体平

均49人の方と契約をされております。１年間の延べ人数にしますと、584人の方

と契約をされております。また、嘱託職員さんにおいては、これはほぼ毎日出

勤をしておられると思うんですが、１カ月平均21人の方を雇用しておられまし

て、１年間の延べ人数にしますと4,960人、約5,000人の方の嘱託職員さんを雇

用していると、こういうデータをいただいております。この点も今言いました

適正な配置人数に大きく関係をしてくると思いますけども、この判断もどのよ

うにされているのか、あわせて町長にお尋ねをいたします。 

 

 町長。 

 

 自席から失礼いたします。 

 人数の配置に関しましては、事業を上げまして、事項の事業には何人要るの

かというところからの計算に基づいた配置をしておるところでございます。た

だいろいろ考えがございまして、実務と管理職とかいろいろございます。私の

場合は、ついプレイングマネジャーになれという言い方をして、管理職であっ

てもある程度事業を持てというふうな言い方をするんですが、なかなかそれを

理解していただけない方もいらっしゃって、その辺のところの分け方がちょっ

とうまくいってなかったのかなという気がしております。 

 今回も改めて事務事業評価をしております。かなり削らなきゃならないんで

すが、それをうまく何人かで複数でカバーすることによってどんだけ減らせら

れるかということがこれからの調整かなと思っています。 

 それから、嘱託や日々雇用の職員に関しまして、これも考え方はさまざまで
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ございます。私は、自分自身はいろいろ会社の経営の形からいいますと、基本

的には正社員がいないほうが固定のコストがかからなくていいという感覚でお

りますけれども、それが役所に通じるかというと、役所での個人情報とか大事

な情報を持っている部分をどうするかとかですね。その辺の正職員と嘱託と

日々雇用の責任感の問題とか、あるいは職場の少ない地方におきましてきちん

とした職を与えなきゃならないんじゃないかと、いろんなことを加味しながら

考えなきゃならないんで簡単に結論的にぽんと言えないんですが、基本的には

民間でやれることとかアウトソーシングできること、あるいは日々雇用で済め

ることはできるだけそういう形で済まさないと、役所自体の費用の問題という

のは非常に問題が出てくるのではないかということでございまして、これは現

場の職員と具体的にちゃんと進められるかどうかということをちゃんと進めな

きゃならないなと思っています。基本的には私自身はそういうスタンスでござ

います。 

 

 野木議員。 

 

 明確な基準というのはないと、結論としてはないというようなことだと思う

んですが、確かに町長が言われるように正職員さんと嘱託職員さん、あるいは

アルバイトさんとの当然責任の重さが違って当たり前であって、それは賃金、

費用の面からもいろいろ考え方はあるでしょうけども、やはり責任の面からい

うとこれはもう大きな違いがあるわけで、いろんなことが考えられると思うん

ですけども、うちの課はどうしてもこれだけの正職員さんの数が欲しいという

ようなことが、そういう機構改革に伴ってそれぞれの課長の強いアピールがあ

り、また一方で部下に異常な超過勤務をさせられないと、健康管理もして非常

に大切なことであると、ならば嘱託職員さん、あるいはアルバイトさんに、こ

れは契約制なので忙しいときに助けていただけると、こういう考え、これはも

う当然のことだと思うんですが、私が言いたいのは、それが漫然運転のごとく、

仕事の量に関係なく常に日常的にそういう考えがあるとすれば、これはやっぱ

りちょっとおかしいんではないのかなと、こういうふうに思うわけであります。 
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 先ほど町長が言われましたように、民間のスピード感、民間のそういう感覚

をもってすれば十分にその仕事がこなせるのではないのかというようなことも

考えられると思います。臨時的な事務事業は別として経常的な事務事業につい

ては、先ほど町長が仕事の量とあわせてという答弁もありましたけども、仕事

の量、そしてまた職員さんの能力、これを考慮して、やはり基準となるような

目安となるようなものもあってもいいのではないのかなと思います。全く私と

こは何人欲しい、うちは何人欲しいとかという引っ張り合いで終わることでは

僕はないように思うんで、きちっとやっぱりその辺も基準となるものもあって

もええのではないのかなと、こういうように思うわけであります。 

 次に、３点目、吉野町定員管理計画についてお尋ねをいたします。 

 吉野町もこの先非常に厳しい人口減少が続くと予想をされます。役場職員の

皆さんの数も、住民の人口の減少に少なからず影響をしてきます。24年の６月

議会で定員管理計画の質問をいたしました。それは現状説明と退職や採用予定

による職員数の推移を書いたもので、とても計画等によるものではなく、また

住民人口の予測などを参考にする数字も当然ありません。また、平成21年４月

から目標年次を26年３月31日とするもので、現在あるものは既に目標日時を過

ぎております。 

 町長は、質問時に24年度中につくりますと、このように答弁をされておりま

すけども、いまだ何の答えも返ってきておりません。定員管理計画の策定状況

をお尋ねいたします。 

 

 町長。 

 

 まことに申しわけございません。策定できておりません。現在ございますの

は26年３月までの計画でございます。内容につきましては、今おっしゃったと

おり、人口割合から見た職員数や財政状況から見た人件費等の割合等の現状分

析を伴わない計画でございます。また、計画年度中での見直しも行われており

ました。新しい定員管理計画につきましては、現在策定しております機構改革

と一元的に行う必要があるため、改革案が策定された後に策定する予定をして
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上滝議長 

 

山田 

総務参事 

 

上滝議長 

 

山  田 

総務参事 

 

 

おります。 

 理想的な組織に提案した人数という部分と現実の人数と、現実にはこれから

病院がどれだけ仕事を持たなきゃならないかとか、あるいはいろんなところの

指定管理の問題とかいろんな形が、あるいはクリーンセンターの中でしてます

ね。いろいろございますので、ちょっと理想と現実との合わせ方のところもち

ょっと難しいところがあるかもしれませんが、基本的には今の機構改革とあわ

せてつくる予定をしております。 

 

 野木議員。 

 

 この質問を私がしたときに町長は、この計画は私の知らないところでつくら

れたと、類似団体もそういったもので吉野町の独自性が全くないと、このよう

に答えられておりました。こんな大事な非常に大事な計画だと思うんですけど

も、町長が知らないということは町長の決裁がなかったと、必要でないという

ことですよね。ただ何となくつくられてきたもので、非常に軽く扱われてきた

ということかなと私は理解するんですが、この点、山田参事、どういうふうに

お考えでしょうか。 

 

 手挙げて言うてください。 

 

 はい、すみません。 

 

 

 山田参事。 

 

 今、野木議員さんからの御指摘でございますが、前回の定員管理計画につき

ましては、ちょっと私も担当していなかったということがございまして、その

策定経過についてはわからない部分がございます。ただし今回、今町長が申し

上げましたように、機構改革をしていく中でなぜ機構改革をするのかというこ
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上滝議長 

 

野木議員 

 

 

上滝議長 

 

北岡町長 

 

 

 

とはできるだけ仕事を集約的に、また一部に集中しないように平準化するため

の機構改革であるというふうに考えておりますので、機構改革の成果に向けて、

あわせまして、定員管理計画を27年度には策定をしていきたいというふうに私

どもは考えておるということでございます。 

 

 野木議員。 

 

 私の質問の答えになっていないんですけども、町長が20年に吉野町の町長に

なられて、この計画が21年４月１日からでありますんで、これを全く町長が知

らないということ。前の大北参事、どうですか。 

 

 大北参事。 

 

 私、総務課長に就任したときには、既にその定員管理計画はできておりまし

たのでそれに沿って定員管理について勉強して、それがベースになると思って

おったわけでございますけれども、そういう引き継ぎでございましたので、そ

れが今の定員管理計画のもとになるものと感じております。 

 

 野木議員。 

 

 これも答えになっていないんですけども、この定員管理計画の位置づけとい

うのは、これはどういう位置づけなんですか。これは誰が、町長。 

 

 町長。 

 

 多少の誤解もあるかもしれません。全くしていないわけではございません。

定員管理計画をつくれという指示はいたしました。当時も以前にあったんです

が、もっとちゃんとしたものをつくれという話をして、その後私と相談をなし

に、できましたという感じでぽんと出てきたということでございました。定員



 

 44 
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がこうなるであろうじゃなくて、定員管理計画ですのでどこをどうやっていく

んかという、そういう行政側の我々の意思が反映されていなかったものができ

てしまったというのが現実でございまして、その後担当の課長もかわりまして、

新しくつくってほしいといいながらも、現状は先ほど申し上げました具体的な

病院の統合の問題でありましたり、いろいろごろっと変わるところがございま

したんで、またそれと別に私のほうの施策で、ビジターズビューローをつくっ

て観光をこっちへ移すだとか、社会福祉協議会に変えていきたいとかいうふう

なところがなかなかスムーズに動きませんでしたので、大きな数字が変わると

ころはチェックできなかったのでちゃんとつくっていけなかったということで

ございます。 

 今回、先ほどありました機構改革と、30代、40代の職員に10年、20年ずっと

こんな形でいけるんだというふうなことをつくれと、それに縛られることはな

いですけど、そういうふうな方向での検討をさせておりますので、それとあわ

せた本当に管理する計画をきちっとつくってまいりたいと思っております。 

 

 野木議員。 

 

 私は何遍も言いますが、非常に重要な計画であると思うんです。当然、今町

長が言われておる機構改革にも大きく関係をしますし、また吉野町の財政、人

件費等にも非常に大きく関係しますんで、こういう軽く扱われることのないよ

うにきちっと計画を立てていただいて、町長の決裁もちゃんととっていただい

て、しっかりしたものをつくっていただきたいと、こういうように思います。 

 2040年問題を前にして、人員の適正配置、業務の処理能力など、把握、分析、

見直しを行い、今後どれだけの職員数が必要なのか、ぜひしっかりと検討をし

ていただきたいと思います。既に目標とする３月31日を９カ月過ぎております

けども、１点目に質問した町長がやろうとしている機構改革とこれも大きく関

係します。同じ人が複数の業務に対応できる知識、能力を持つということ、今

後特に求められることかと思います。そういう意味では、町長がやろうとして

いる５課10班の話は私は反対ではありません。そうなればお互いの協力もスム
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北岡町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーズにいき、プラスの成果が掛けるの成果になると、これも大きな要素になる

のかと思います。 

 先ほど町長も言いましたように、この定員管理計画、組織機構改革の実施と

その成果を持ってから、よりその適正に近いものが作成できると思いますんで、

先ほど言いました機構改革の実施時期とあわせて、この点もぜひ検討をいただ

きたいと、こういうように思います。 

 次に、吉野町の財政状況についてお尋ねをいたします。 

 まず１点目、経常収支比率が平成25年度決算で97％になりました。22年度が

88.8％、23年度が93.8％、24年度が95.5％、だんだんと経常経費の割合が増え、

それに伴って財政運営が窮屈な状況となってきております。県市町村振興課の

資料を見ますと、吉野町は県下39市町村の中でワースト６位という不名誉な順

位であります。南和地域に限れば下市町に続いてワースト２位であります。経

常収支比率には、人件費、公債費等の割合が大きく影響します。今後、最低３

年間ぐらいの見通しは立てておられると思うんですが、見込みの数字がわかれ

ばお願いをいたしたいと思います。 

 

 町長。 

 

 財政状況が大変悪うございます。ただ国のほうから、これでチェックすると

いうふうな公債費比率でございますとか将来負担比率とか、そういうところは

クリアしておるんですが、経常収支比率が非常に悪いということになっており

ます。これは基本的には歳入と歳出で考えなきゃならないんですが、歳入で申

しますと、半分近くを占めております普通交付税が平成26年度では23億3,300

万、前年度と比較しまして6,400万円を下回るということになってございます。

平成26年度の予算執行及び平成27年度の予算編成に大きな影響を与えるもので

ございます。 

 また、平成27年度に実施されます国勢調査の結果により、また人口が減ると

考えられますので、平成28年度以降の普通交付税等の算出基盤となりますので、

また減収が見込まれるということでございます。基本的には、この人口の減り
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方に経常経費の削減の仕方が足りなかったというのが現状でございます。また、

自主財源とします町税収入につきましても、平成25年度決算ではわずかに増収

となりましたが、依然と厳しい状況で、またこれからもよほどの企業誘致なり

収入がない限りは厳しいものであると考えております。 

 一方、減らせなかった歳出でございますが、これは扶助費や繰出金などの経

常経費が引き続き増加しているということで、平成25年度決算97％、平成26年

度決算においてもさらに悪化する見込みでございまして、98から99までになっ

てしまうのかと今のところは予想をしております。 

 この原因はいろいろございますんですが、退職金の問題でありますとか、共

済組合の負担金とかいろんなことがございます。予期せぬこともございます。

ただそれに対して対応がうまくできなかったということは、非常にまずかった

なと思っています。 

 ただ一方で、基金としては以前のことを済ませていただいたんで、これを来

年度の国勢調査で人口が減ることによる影響とか、あるいはまだこれからも苦

しくなる状況の中である程度基金を取り崩しながらでも、とにかくこの一、二

年が勝負だと思っておりますので、その間に経常収支比率がどこまで改善でき

るかという努力を機構改革とあわせ、あるいは病院統合とかクリーンセンター

の問題等とあわせながらやっていかなきゃならないなと思っておるところでご

ざいます。 

 

 野木議員。 

 

 町長の大体、姿勢はわかりました。余り言いたくない数字だと思いますが、

余りはっきりと答えていただけなかったんですけれども、非常に予断を許さな

い財政運営が続くということは、これはもう間違いのないことであります。分

母を大きくする、いわゆる収入を増やすか、分子を小さくする、事業を減らし

て歳出を減らすと、これは２つに１つしかないわけでありまして、今の吉野町

の状況を見ますと、経常収支比率を改善するには分子を小さくすると、歳出を

減らすということしかないのかなと、これはもう明白であると思います。 
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 それから、２点目、今も町長がちらっと言われましたが、平成22年度に国勢

調査が行われました。その調査結果をもとに地方交付税の額が決められ、５年

間、つまり23年度から27年度までは同じ額の交付税が支給をされております。

来年、27年度に次の国勢調査が実施され、その結果をもとに28年度から５年間

の支給される交付税の額が決定をされます。交付税の算定にはそのときの人口

が大きく左右をされます。27年度は22年度と比較して約1,000人近く減少すると

予測するんですが、そうなれば当然交付税の額も減額となります。そうなった

ときの歳入減への対応策をどういうふうに考えておられるのか、町長にお尋ね

をいたします。 

 

 町長。 

 

 歳入がそれほど伸びが考えられないというものの、太陽光発電所によります

部分とか、あるいはならコープさんが進出してまいります部分とか、そういう

ところであるのかなと思っております。 

 また、皆さん方の企業努力を何とか頑張っていただくためにも、融資制度を

やりましたり、いろんなことをやっております。また、住んでいただく方も増

やそうという努力もしておりまして、定住促進住宅の建設等をやっております。

そういう努力をもっと加速度をつけてやらなきゃならないなと、今のシャープ

さんがやっていただいていますが、その向こうのリニューアブル・ジャパンが

もっとメガソーラーをいつからやれるかなというのもかかわっております。そ

ういう歳入の増やす努力ももちろんやっていきたいかと思っておりますが、そ

れだけでは絶対足りないことは間違いございませんので、事務事業評価、施策

評価、後期計画の持っていき方、機構改革とあわせて削減の数字をきちっとと

っていきたいと思っております。 

 

 野木議員。 

 

 人口の減少がはっきりしている以上、当然予測されることであります。住民
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税と地方交付税の２つの税は、歳入が減少すれば町財政にも大きな影響を与え

ます。今、町長が言われたように、歳入に見合った歳出を考える必要もありま

す。これ以上地方債を増やすことは将来にも大きな負担を残すことにもなりま

すし、また７億円に積み上げた財政調整基金を取り崩すことも、慎重に考えて

いかなければなりません。そうなると、今150ある経常的な事務事業、あるいは

また100ある臨時的な事務事業あわせて、250ものこの事務事業をどのように見

直すのかと、あるいは何をなくすのかといったこと、せっぱ詰まる前に早く着

手しなければならないと思います。町長も十分わかっておられると思います。

さまざまな事業展開も当然必要でありますけども、時には我慢すると、我慢し

てもらうということも住民の皆さんにご理解をいただくということも必要なの

かなと、このように思います。しっかりと財政状況をにらみ、素早く判断して

いただけるように望みたいと思います。今後の町長の判断に注目をしていきた

いと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 昼食休憩に入ります。 

 再開は午後１時からでございます。よろしくお願いします。 

 

 

（ 休憩 午後 ０時９分） 

（ 再開 午後 １時０分） 

 

 

 再開いたします。 

 浜田賢治議員より出されております 

 （１）空き家問題について 

 の一般質問をお願いいたします。 

 浜田議員。 
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 ９番、浜田でございます。空き家問題について質問をさせていただきます。 

 先ほど薮坂議員からも質問がありましたので、何点か重複するところもある

かと思いますけれども、ご了承をよろしくお願いいたします。 

 先ほども話が出ましたが、先日、11月22日に行われました上市地区の町政懇

談会、ここでは空き家がテーマで懇談されました。各区長さんが現時点での空

き家の数を報告され、上市立野地区の合計は約80軒であるということでありま

した。 

 実は私、平成９年に、私が吉野曼荼羅まちづくり会議に参加していたときに、

吉野町の空き家調査をしたことがあります。当時の吉野町内の空き家数、約300

軒、そのうち上市立野はもう既に120軒あったんです。先日の区長さんらの発表

された80軒よりかなり大きな数字となりますけれども、その曼荼羅まちづくり

会議の調査は、昭和40年代にこのまちに住まわれておられました家屋をカウン

トいたしまして、その後平成に入って空き家になっているものを数えておりま

す。その後新たに入居がされたもの、解体され空き地に、または駐車場等にな

ったものもたくさんありますので、このような数字の違いがあるようにも思わ

れます。 

 私たちは以前に調査した平成９年から、その後17年経過しておりますので、

その後も空き家の増加がかなり目立ち、最近では高齢者の病院や介護施設の入

院、入所などで、家を長期間あけているお宅もあります。上市立野には、特に

高齢者夫婦や高齢者の単身での生活をされているお宅もかなり数多く、近い将

来空き家になりそうないわゆる予備軍を含めますと、もうそろそろ200軒に近い

状況であると思われます。人口の多いときには650世帯おられましたが、その中

で200軒が空き家となれば相当の数になります。 

 今、全国で空き家は820万戸あると言われております。そもそも日本中にこれ

ほど空き家が多くなったのは、戦後の核家族の考え方、それに伴う昭和40年代

の住宅ブームによって新たな住宅が数多く生まれたこと、これらの背景には、

職業や教育を都会に求める日本人の価値観の変化によるものだと思われます。

若い人が生まれた家を離れ、親の世代だけが残るために、今まで住んでいた家

屋の改修がどうしても控え目になり、それは長い時間の経過とともに親が年を
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とり、いずれは亡くなったり、または都会で住んでいる子供にお世話になるこ

とになり、結果的に空き家となるケースが多いのです。 

 吉野町の上市以外の方にとっては、上市の住宅は大きな地主が数人おられて、

ほとんどがその地主の借用に考えておられる方が少なくありません。もちろん

そのような住宅もありますけれども、全体から見れば、それらの大地主さんで

ない個人の所有の住宅がほとんどなのです。しかし、上市立野の住宅の中には

築100年以上の家屋も多く、もともと吉野川沿いにひしめき合って建てられた住

宅が多いために、建て坪面積もそれほど大きくなく、現在の若い人たちが好む

間取りでもないものもあって、そのような家に限って空き家になっていること

も多くあります。空き家になってから長い年月がたっていて、その後雨漏りや

壁の損傷など、かなり傷みが目立っているものもあります。また、町道に接道

していないことから修理や解体に必要以上の経費がかさむことも、放っておく

ことになる原因の物件も多くあると思われます。 

 その上市の空き家の中には、既に棟が落ちているもの、大風によっていつ崩

壊するかわからない家屋が何軒もあります。これらはその周辺に暮らす人たち

の日常の生活に危険を脅かすものもあり、近所の人たちが直接所有者に申し出

ているようですけれども、一向に何の行動もされておりません。基本的にこれ

らは個人の所有物でありますので、他人も行政も口を挟むことは許されません

が、周囲の直接的な迷惑も考えると放っておけない事情もあります。 

 しかし、所有者は、周辺住民からお願いはされておりますので、気にはして

いると思われますけれども、空き家を解体して更地にしても解体費用がかさむ

ばかりで、更地になると固定資産税が６倍になるというふうなことから控えて

いるのかもしれません。更地を駐車場にして貸し出そうとしても、もう上市で

は駐車場はほとんど足りている状況なんです。都会なら、空き家になっても家

屋の築年数がまだ新しかったり、もし古くても、解体しすぐに新たに建て直す

ことで新たな入居者があらわれて空き家がなくなる。解決するといったことも

よくあると思われますけれども、特に山間部では異なります。 

 吉野町には空き家バンクがあります。私も以前、吉野曼荼羅まちづくり会議

で、この空き家バンクの設立を提言させていただいたこともあるのですけれど
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も、吉野町の中にも過去300軒以上あった空き家の数にもかかわらず、残念なが

らさほど多くの登録はないようでございます。空き家の所有者が登録にしない

理由としては、やはり残された家財道具の整理ができない、個人の財産なので

他人に貸したくない、建物が老朽化して借りてくれる人はいないだろう、また

修理するにも解体するにも大きな費用がかかるので空き家バンクに登録はでき

ないというふうなことを考えておられるのではないかと思われます。 

 全国の市町村の取り組みでは、空き家の管理を義務づけた条例をつくってい

る例があります。この条例は、周辺住民に対して直接的な災いがあると感じる

空き家のいわゆる特定空き家と呼ばれる所有者に対して、補修の勧告や命令、

特に強制代執行をするものです。実際、上市のその状況にある空き家に対して、

今までからも、先ほどもお話ししたように、幾度となく周辺住民からその所有

者に申し出をされているにもかかわらず、手を入れられない状況です。行政の

勧告や命令を受けても拘束力が小さく、強制代執行をしても、結果的に後日費

用を請求されても所有者が支払われないことも世間では多くあるようなことが

あるらしいです。空き家にして放置されている所有者さんは、ほとんどの方が

町外に住んでおられる方、直接的に地元での被害を肌に感じておられないとい

う方もおられますので、なかなか町のこのような条例をつくった動きに対して

も、少し感じられない方がおられるような気もしないこともないです。 

 また、空き家を貸すことを目的として改修の補助金の条例をつくっている自

治体もあります。上市立野地区は下水道も完備されていますので結構住みやす

いはずなんですけれども、それを改修となっても、さきに申し上げたようにか

なり老朽化していますので、改修にもかなりの費用がかさむことになります。

これも新たに入居される人がおるという前提で初めて話が進められることには

なると思いますけれども、建て直すほどの費用になって、万が一建て直すとな

ると、建蔽率の問題で今よりも小さな家になります。なかなかこれも、条例は

つくっても難しい話かもわかりません。 

 また、それに加えて、空き家の解体を促進するために、数十万を限度として

補助金を出している自治体もあります。もちろん解体費用となると、接道した

空き家でも相当かさみます。道路より高い場所、低い場所の解体などもあって、
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わずかな補助金が決断材料になるとも思えませんが、空き家の解体に補助金を

出すことについて必ず一定の基準を設けて、周辺住民の特に直接的な危険と感

じられるものに限って限定をして条例をつくるのもいいかもしれません。あく

までもこれは勧告にとどめるものにしか効果はあるかは、どうかわかりません。

そうしないと、この条例をつくって呼びかけていかないと大変なことになりま

す。しかし、この条例は、どんどん一般住民もしくは空き家の所有者に広がっ

ていくことはいいとも思うんですけども、いずれ後から続く老朽化した空き家

が解体をどんどんそれも促進してしまうことになります。どんどん増えていく

上市の空き家、補助金をもらって壊すことがいいかどうか、かなり難しい問題

になります。 

 上市の町並みは、空き地ばかりの中に人が住んでいる。今まではたくさんの

住宅の中に数軒の空き家がありますよ、空き地がありますよということでした

が、これからは空き地、空き家の中に住んでいるうちがまばらにあるという、

今まで私たちが想像もしていなかった風景のまちになることもあります。 

 私の家の近所でも、空き家が取り壊されております。今まで15軒あった隣組

が、今では空き家が７軒、空き地が４件、住んでいるうちが４軒なんです。15

軒のうちが今４軒しかないんです。年が変わると、２軒の空き家が取り壊され

て空き地になるというふうな悲惨な風景があります。このような状態になると、

今までなかった隣との距離が遠のくばかりか、近所に住んでいる人がいないと

いう現象があらわれ初めます。この状況では、自治会や区、または隣組のコミ

ュニケーションが希薄になりがちです。特に高齢者が多い地域での近所とのつ

ながりは重要であるのにかかわらず、今まで住宅が密集して、それが当たり前

で住んでいた上市の人にとっては、その状況が日を増すごとに、特に若い人の

不安が大きくなるばかりなのです。こうなっていくと、空き家対策のいろいろ

な構造というものが根本的な解決にならない場合もあるのです。 

 このような政策で、対策で、空き家に新たな人が住みついて、同じまちでと

もに生活できることは一番理想的な話なのですけれども、空き家は物すごいス

ピードで増え続けております。特効薬的な解決策がなかなか見つからないまま、

また、遅々として進まない政策のままでは空き家がどんどん増え続け、空き家
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対策がいわゆる人口減少になる対策へと移行するべきかと思います。 

 決して吉野町だけが、このまちだけが人口が減っているわけではありません。

全国的な傾向があります。もっとこの吉野郡でも山間部へ行きますと、もっと

大変な生活をされているところがある。空き家対策を先ほど言った条例もして、

空き家バンクをもっと生かして、人が入ってくれるように努力は行政的にも必

ずしてほしいんですけれども、それと並行に、実はこのまま人口が減っていっ

たこのまちで我々はどういう形で住んでいったらいいのか。大きくこれから人

口が減って、7,000人が5,000人、3,000人になる可能性が十分にある。それも近

い将来、５年、10年もたたないうちにそうなるかもわからない。町の総合計画、

10年の総合計画もありますけれども、もう人口が減るという、家が少なくなる

という覚悟のもとで、これから吉野町が、我々が住んでいく人間がどのような

形で隣近所とコミュニケーションをし、一つのまちの暮らしとしてどういうふ

うに生活をしていくかということも含めて考えていただきたいと思いますけれ

ども、空き家対策も含める今後のまちの姿、町長、どういうふうにお考えでし

ょうか。一言お願いいたします。 

 

 町長。 

 

 ご質問ありがとうございます。 

 ご指摘の全く現状分析、正しい分析をされているなと思っております。今、

議員さんがおっしゃった最初のときの曼荼羅まちづくり会議のときの提言書を

改めて見させてもらっていまして、本当にすばらしい提言を実は書いていただ

いております。このときと件数が違うのは、多分このとき、たまに帰るという

家も空き家に含まれているのかなというふうに思います。その辺の件数の問題

とか細かいことは置いておきまして、この17年前のときにもうちょっと具体的

な策が練れてたら変わっていたのかなという気はいたしております。ただこの

ときはそんなに危機感ないですよね。今、本当に危機感がございまして、まち

づくり基本条例を造って、皆さんのまちは皆さんでつくるんだということを今

やっております。そのやる中で本当に現実に区長さん方初め、空き家が多くて
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大変だということを今認識していただいておりますので、先ほどの薮坂議員の

質問のとおりでございますけれども、特措法に基づいて、ガイドラインに基づ

いて、条例をつくって空き家対策をしていきたいなと思っております。 

 ただ、今のお話の中で、上市、立野というのは本当は住みやすいところだと

いうのは全く私も同感でございます。電車は走っておりますし、南向いて日当

たりはいい、まだスーパーなりコンビニなりがある、病院や学校も近いという

ことで、この地域をもう少し地域としてやっていかなきゃならない。この中で

定住促進をどう進めていくかというのが一番の課題かと思っております。 

 今、河原屋で大滝ダム事務所の跡に定住促進住宅をこれから建てていくわけ

でありますが、そこに子育て世代を中心の方々に定住していただこうという方

向で動いております。これが起爆剤といいますかきっかけになったらうれしい

と、そういう形での住宅の戸建ての町営住宅の進め方というふうなこともある

程度認識していただけるかなと思っております。 

 それから、上市立野は本当は住みやすいというところでいいますと、就任以

来、吉野町が発展して田舎になるのが周辺部、国栖、中竜門という元気になら

なきゃならないという言い方で進めてまいりました。今もその気持ちはそのと

おりでございますが、今、国が進めています政策の中で、大きな流れでは中核

都市中心とか定住圏構想等がございます。もう少し周辺部でいいますと、その

周辺の市町村では中心地をにぎやかにしていこうという方策がつくられておる

としまして、それにのっとって、総務省、農水省あるいは国交省でいろんな政

策があるわけでございます。窓口を今、総務省が一本化しようとされておりま

して、その相談には幾らでも乗りますという話をしております。 

 という意味でいいますと、我々はやっぱり上市駅、吉野神宮駅、吉野駅まで

含めました地域、役場があり、コンビニがあり、スーパーがあり、病院があり、

警察がある。このようなところをもう少しコンパクトというと語弊があるかも

しれませんが、もう少し住みよくやれるところはできないかなということを思

っておりまして、その辺のところを今回、上市も地籍調査をしておりますので、

どの程度の土地をどなたがお持ちなのかということ、またこれから空き家に対

しましても、もっと具体的に地域担当を中心に計画を上げていただきますと、
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それに基づいて、この土地にどう交渉したら、そういうお譲りいただくとか、

あるいは定期借地にするとかですね。そういうふうな方向も含めて、住宅を改

めて住みやすいものをつくっていけないだろうかというふうなことは、一応構

想としては持ってございます。 

 そういうふうなことの定住化という意味で、空き家対策も一つとして考えて

いかなきゃならないと思っているところでございます。また、いろいろアイデ

ア等がございましたらお教えいただきたいなと思うところでございます。 

 

 浜田議員。 

 

 はい、ありがとうございます。 

 17年前の曼荼羅でこの話をしましょうと提案させてもらったのも私なんです

けども、もうそのころからやはり120軒という数字を、曼荼羅まちづくり会議の

報告としては報告させていただきましたり、上市の方には個々にお話はさせて

もらっておったんですけども、上市なんかは人なんかはそんなほど減るわけが

ないというふうに上市の人が思っておっただろうし、上市の周辺の人もそうい

うふうな感じがあったのかなと、今でも約これから５年ほどの期間も含めての

話ですけども、200軒空き家がありますよというような話をすると、何で上市が

というような人がおるので、今まで住んでおる人間ですらそれが想像もしなか

ったということが現実なんです。 

 ですから、本当はもっと早くから、30年も40年も前から上市はどうなるか、

少なくとも今まで吉野町の中心地でだった場所がどうなるかということをもっ

ともっと早くから考えて動くべきやったんですけども、もう今、逆に、今から

動いて、仮に上市に使える建物が物件ができたとしても、なかなかそんな少な

いところに住むのは困るな、駅は近いけども隣近所誰もおれへんやんというこ

とになってしまわない。そこまでなってくると、逆にこのまち自体が消滅に近

い状態になっていくと、そういうふうにならないうちにやっぱり何か、行政と

してのできることとできないことがありますけれども、行政としてはやっぱり

それなりの手を打ってほしい。それで、やっぱり地元で住んでいる人間がそれ
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なりの覚悟を決めて、これから仮に戸数が半分になろうが、人口が半分になろ

うが、こういう形でこのまちは進んでいこうというスタンスをきっちり、まち

の人間の特に若い人らがやっぱり持っていかないと、不安ばかりでまちも前へ

いかない部分もありますので、ある程度の覚悟を決めて、自分らのまちづくり、

何ができるかを決めないとだめかと思います。 

 大昔のにぎやかであったころの吉野町もそうですけども、まちに戻ることな

んかは、ほとんどあり得ない。人口が5,000、3,000になる。もっともっと減っ

てしまう。これから５年先、10年先が大変恐ろしいような状況に、このままい

くとなっていく。やっぱりみんながそれぞれ隣の距離が大変長くなっても、そ

れはそれなりの住み方があるはずなので、地元の人らで一緒にやってもらいた

いことも、町から地元住民とともに話をしてやってもらいたいものと思います。 

 曼荼羅の提言書にも書きましたけども、先ほど薮坂議員からも話がありまし

たけども、あいている土地を町がうまいこと何かの形で使う方法はないんやろ

うかというふうなことも、その提言書にも書いてある部分があります。１軒１

軒の面積は小さいんですけども、それが数軒固まって空き家になってくるとち

ょっと広いスペースになる場合があります。それを公共的なものに使ってほし

かった部分もあります。今、逆にそれができるかどうかは難しいですけども、

いっときは介護関係のいわゆる簡単な訪問介護をする人らの受け皿であった

り、ショートステイをする場所であったりというようなものも、その当時あり

ませんでしたので、まちの中のそういう土地を買い上げて、そういうようなも

のを拠点をつくってもらえないやろうかというようなことを話をしたことがあ

ります。 

 それから、その後、一般質問でもさせてもらいましたけれども、そういうふ

うな場所を空き地、空き家を使って宅老所みたいなものをつくって、集まって、

みんながそこで有効な時間をつくってもらえるというような宅老所をつくって

はどうかという話もさせてもらったことがあります。それでも、吉野町の上市

の中にそれが10も20も要らないわけですから、根本的な解決にはならないんで

すけども、今、我々、上市立野に住んでいる人が一番寂しいのは、これからど

んどん人が減ってきて、最後誰が残るんやろうというような話、気持ちがある
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んですよね。その不安を解消するためにも、やはり町が中心となって住民に不

安を与えないという施策をまた皆さんとともに考える機会を早急につくっても

らいたいと思います。 

 空き家は、もちろん吉野町、今、上市を例に挙げましたけども、飯貝でも丹

治でも、今まで家がたくさん住んでいたところに限ってたくさん出てしまう。

奥のほうにももちろん空き家はたくさんあるんですけども、中竜、国栖にも必

ず空き家はたくさんあるはずなんですけども、余り今までからよりは減る率が

少ないというようなこともあります。しかし、それもいずれはなくなります。

10年前に300軒あったものが、近いうちに500軒になる可能性もある。それを見

据えて新しいまちづくりを町として、人が減っていっても住める吉野町をそれ

も並行して考えていただきたい。それは私からのお願いでございます。どうぞ

よろしくお願いします。 

 じゃこれで一般質問を終わります。ありがとうございます。 

 

 

 続きまして、４番、大村 陽議員より出されております 

 （１）町財政について 

 （２）機構改革について 

 の一般質問をお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。４番、大村でございます。 

 まず、先ほど細かい数字は野木議員からもご指摘があったように、行財政が

大変逼迫しておることは皆さんご承知のとおりであろうと思います。とにかく

起債残高が100、3,765億、基金が15億、10分の１ですな、約。これだけの借金

あって、国も1,000兆円と言われとんねんから当然だろうと思いますけど、とに

かく僕が監査役についたときに、町長がしとると、自分の財布から出すように

思ってお金を使っていただきたいと、こう思います。これについてご感想あっ

たらお願いします。 
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 町長。 

 

 起債残高は正式には103億7,600万でございます。基金の残高は、増やしたと

いうものの、いまだ15億3,000万ほどでございます。起債残高は総額でございま

して、このうち過疎債で借りているものは７割ほど交付税措置があるというふ

うなこととかいいまして、とりあえず一般的に政府のほうから将来負担比率は

どうかという意味でいうと、まあそういう意味ではまだ許せる範囲であると、

しかし非常に大きな額でございます。 

 それから、自分の財布からと、私も余りお金をためるほうではございません

のであれですけども、本当に将来にわたって次の世代に負担を課していくとい

うことは非常に心苦しいことがあります。かといって、何もしないでこのまま

放っておくわけにもいかないんで、その辺のところ、十分事業にも選択と集中

をきちんといたしまして、何とか起債残高を減らし、基金は増やしていかなき

ゃならないと思っております。 

 ただ最近、広域の行政が進んでおりまして、例えば今度病院の統合等がござ

いまして、そのための皆さんで持ちましょうというふうなことが、病院であり

ましたり消防でありましたり、そういうような選択の余地のないような感じで

の借金というのをこれからしなきゃならないことも出てまいります。まだまだ

これからクリーンセンターの新しい建設とか、そういう問題が出てきますと

我々が自由にできるところというのは減ってまいりますんで、その辺のところ

も十分注意しながら進めてまいりたいと思います。 

 

 大村議員。 

 

 あのね、町長、ちょっともう交付金頼みの行政はやめていただきたいんです

わ。なるべくもう自立できるように。これから国もあんなことやさかい、それ

はとてもやないけど、地方にまで面倒見切れんのが実態やと思いますわ。僕さ

っきちょっと僕はがら悪いさかいあれやけど、僕は早うから気ついてましたよ。

そやさかい、吉野山小学校でも僕がやめとけと言うたんですよ。何でかいうた
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ら、人口減少が明らかでしたもん。 

 ほんで、国民の考え方もそういうことで核家族化を進めるようなことを若い

人たちは要望して、どういうことを言うかというと、僕かて孫もおりますねん

けど、今の時代のそれは教育長もおってあれなんですけどね。やっぱりそうい

う核家族を含めるような教育をされておると、私らの時代やったら、子供のと

きでも全部おばあちゃんかおじいちゃんに教えてもうたんですよ。今はそうい

う人がいないから、子供が子供を育てとるようなことやから、そこへ見てまた    

が不況が伴のうとるから、あんな子供を橋から殺したりね。そういう精神的に

も非常に弱い人間が育ってきたと、これはいろいろ経済からコンピューターか

らいろんなことがあると思いますわ。 

 町財政については皆さんのお金を預かっている以上、行政サービスもある程

度はできやないかんし、今後大切にひとつお使いいただきたいと、こう思いま

すねん。その点で、教育長、何か意見があったら。教育関係でよろしく回答で

きることがあったら言うてください、意見があったら。 

 

 教育長。 

 

 失礼いたします。 

 核家族化が進んでいるというふうなお話でございましたですけども、議員お

っしゃるように、おじいちゃん、おばあちゃんの知恵というのは、本当に子供

たち、また家庭、教育をする上で非常に大切なものであろうかと思っておりま

す。今、核家族化が進んだ状況におきまして、吉野町教育委員会といたしまし

ては子育てに関して、保護者を集めて、また子供も一緒に集めてサポーターと

いうふうなものを要請するわけなんですけども、その方々、もう子育てを終え

た方とか年配の方もおいでになるわけなんですけども、その方々の知恵、それ

から経験を生かして若い保護者の方に、話し合いをしながら教えていくといっ

た、いわゆるにこにこルームとかという名前で呼んでおるわけなんですが、そ

んな機会を設けて若い保護者の方々に子育てを考えてもらうということで、吉

野町としては教育委員会としては進めているという現状でございます。 
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 以上です。 

 

 大村議員。 

 

 基本的に、僕は大体、人間形成は小学校の４年から６年ぐらいまで基本にで

きると思ってますねん。ちょうど僕がボーイスカウト入っておったんが小学校

５年やから、中学１年にかけてやから、そのときにフジタ先生といって怖い先

生にボーイスカウトに入れ言われて、いろいろそれで学ばせてもうたんですよ。

ほんで、そういうこともね。これはフリーミーツにつながることやから、今の

論議にはちょっと外れるから、また今度のときでもやりますけど。 

 特にこれから、町長、非常時が非常に多いということ、お金が要る。今、地

球は、前にも言うたと思うんですけど活動期に入っておると僕は思うてますね

ん。僕は地震に大変興味があって、この間から白山のほう地震ありましたわな、

白山村か。 

（ 「白馬」の声あり ） 

 白馬村か。あれは糸魚川活断層の静岡から中央構造線ですわ。これが四国に

渡って四国の吉野川へ行って、四万十川行って九州へ行っとるんですよ。これ

が中央構造線ですわ。南海トラフとまた違います。こういうのはいつ来るかわ

からへん。何でかというと、２年前の東北の大震災のときに、日本が約50メー

トルハワイのほうに引っ張られたんですよ。こういうことですわな。北アルプ

スのほうにストレスが非常にたまっておるということは学者も言うてたし、そ

ういう関係で話が横へそれるといけませんので、いつそういう災害が起こるか

わからへん。同時に、僕が経験したんで昭和21年か２年に伊勢湾台風があった

と思います。21か２のときにね。 

（ 「昭和34年」の声あり ） 

 34年か。ほんで、それから考えますとあるサイクルで１つそういう災害が起

きてくると、自然災害にもある。そこへ見て人文的なリーマンショックとか、

ああいうもんも起こるわけですわ。大体人間の寿命の半分ぐらいで記憶が人間

的に薄れてきて、過去のことを勉強せんようになって、また同じことをしよる
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と。 

 それで、この二、三日の間に言われることですけど、ムーディーズが日本の

格付を韓国と中国より下になりましたわな。１Ａですわ。ということは金利の

上昇も考えられるわけ、ほんだらもうハイパーインフレか何ぼになりますわ。

そういうことが起こり得るから、とにかく非常時に吉野町だけでもやっていけ

るような財政的な、節約したらこれまた景気悪うなるし、難しいとこですねん

けど、町財政にとっては非常にここんところよく考えていただいてお金を使っ

ていただきたいと、こう思います。 

 さっき浜田議員の説明にありました。ちょっとそこへふれさせてもらいます

ねんけど、上市に僕、友達もようけおんねんけど、大地主が多いんですわな。

売らんのですわな、土地を。ほんで空き家みたいなのは、返すときに空き家に

して返さんとあかんというようなことで、古ても住みたい立派な家が上市は多

いから、古てもええさかい住みたいという人が多分おると思います。そういう

人にやっぱり町長は直接でも折衝して、ちょっと貸してあげるとか何かの方法

を考えていただきたいと思いますわ。 

 ほんで僕は余り思わへんねんけど、１にも経済、２にも経済、経済経済ばか

りで精神的な潤い何にもない。テレビ見たらテレビの番組みたいのしょうもな

い同じことばかりやっておって、僕はもうストレスたまるから時代劇チャンネ

ルばかり見てまんねんけどな。あれかって45分で悪人が滅ぼされて、ほんで善

人が勝つということ、これ同じパターンやねんけど、そこで頭の中がすっとし

まんねん。そういう時代劇チャンネル見ておる人、老人が多いから、ほとんど

あれ、おかげさんでケーブルテレビでやっておるから見せてもうてますねん。

そういうような状態で、テレビ何ぼ大きいの買うたかって中のソフトが、僕テ

レビの仕事しとったからよく知ってますねんけど、同じこと何回もテープさえ

回っておったらいけるわけです。それで安うつくわけですよ。ほんで、経済経

済ばかりで、ほんでテレビがあれいうたら、あれですわ。電通や博報堂がバッ

クについておって広告しますわな。広告相手どこやいうたら健康食品、そんな

ことばかりや、これもうかるから。もうかるから、こんなことではようならへ

ん。 
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 この場所で言うことと違うかわからへんねんけど、そういう点を加味してい

ただいて、町長ひとつ大変だけど、十分に気をつけて使っていただきたいと、

こう思います。それと何かご意見がありましたらお願いします。 

 

 町長。 

 

 文明論的な話かとも思うんですが、今言われている日本をよくするのにロー

カル経済から立て直すという話があって、グローバル的な経済の問題とローカ

ルとをやっぱりちゃんと分けてやらなあかんという話があります。私もなかな

かそういう感覚もありまして、ローカルの経済をうまく回さなあかんと思って

います。偽装しているような健康食品であったりとか、世界的なリーマンショ

ックの類いのことに流されることなく、ローカルできちんと回せるような仕組

みというのをうまくつくっていかなきゃならないと、だから農業であり林業で

あり、もう少し、言葉はどうかわかりませんが、地に足のついたようなそうい

うふうな生活の仕方というのをこれをどう進めていくか。そういうふうなこと

に憧れている方に来ていただく、あるいは今住んでいる方にもふるさとの大事

さとかを教育していく。そういうことのほうが、すぐには効果はあらわれない

かもしれませんけども、そういう動きが大事なのだというふうな形で、今議員

さんの質問を聞いておりました。 

 

 町長ね、とにかく洪水も多いし、大滝ダムができたから吉野川は大丈夫やと

思いますけど、どこにどんな集中豪雨が来るかわからへん。そういうときに非

常時に大変お金がかかりますわ。どうぞひとつその点よろしく。僕は毎月の監

査するときに、いつでも気が弱いか何かしらんけど、見るの怖いときあります

ねん、実態としては。その点ひとつ、こう考えてお金を使っていただきたいと、

こう思います。 

 それに関連してなんですけどね、副町長、大槌田の件、触れずには得ません

ねん。これね、大槌田１億3,000万で買うてますわな。それで、またトクモトに

30万の月で鬼の首とったように、30万の、金利にもならんような金貸しておる
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んて。８カ月から返したら９月から８月やで三六、十八や。180万円ですわ、30

万円で。違いますか。 

 

 副町長。 

 

 新たに徳本さんにお貸しさせていただきましたのは、11月１日から年明けの

３月末まで５カ月間でございます。 

 

 今度はどこの。 

 

 大村議員、手を挙げて。 

 大村議員。 

 

 副町長、９月いっぱいで、あんた、僕ここで３回念押しましたわな。その点

どないなってますの。 

 

 １億3,000万で徳本さんから町が買い戻すについて、契約の交渉をずっと詰め

てまいったわけでございます。当初１億4,000万というお話もあった中で、でき

るだけ勉強していただけませんかという交渉であります。そんな中で１億3,500

万、最終的には１億3,000万で決着をさせていただいた。 

 その間、徳本さんの言い分として、９月いっぱいまでは公的残土、まだ十分

入っていないので入れさせてくれというお話がありました。９月いっぱいとい

うのは上半期ということになりますんで、なかなか公共の残土が発生しにくか

ったというところがございます。その契約の中で９月いっぱいとうたってあり

ましたんで、徳本さんには９月いっぱいで一旦とめてくださいよと、ならコー

プさんには、とまった後で測量調査に入りたいというのがならコープさんのご

意向であったんで、測量調査が２カ月も３カ月もかからへんので、１カ月で終

わったということがありました。町としては、10月１日からならコープさんと

土地の賃貸借契約を交わさせてほしいということでコープさんのほうにお願い
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はしたんですけども、やっぱり事業開始まで土地代、借地料を払うのは勘弁し

てほしいというのがならコープさんの言い分でありました。 

 町としましては、11月１日からちょっとでもやっぱり収入を得たいというこ

とで、公的残土がまだ十分にも入っていない状況がありましたので、徳本興産

のほうに引き続き来年３月までは入れていただいても結構ですよ、月30万でお

願いしますというもとの契約が成立しましたんで、町長の決裁を得て既に動い

ていると、そういう状況でございます。 

 以上でございます。 

 

 大村議員。 

 

 副町長、副町長は商売しとらんからわかりませんねんけどね。借金１億3,000

万やったらとても30万では月済まへんねん、金利。お金貸しとったとしたら、

わしが商売して。そういう感覚、企業的感覚を持ってほしいと言うてまんねん。

本当にこれは。それはよそから企業が来てもうたら派手でよろしいわ。そやけ

ど、現在ある吉野町の企業ありますやん、材木屋さんでもいっぱい。箸屋さん

もありますやん。この間質問出したように、箸の年間の出荷量はどのぐらい出

とるかという統計も何もとってしませんやん。下降線たどっておったらそこを

救済したるとか、何とかいう手だてあったと思いますねん。いかにもよそから

入ってきたら派手でええように思いますけどね。絶対そんなことないですよ、

実質は。こんなん先行きまだ日本経済、不透明ですやん。どんな予測を立てて

やっとんのか知らんけど。副町長、その辺はよくやっぱり折衝はもっときつく

やってほしいと思います。別の国の人やからちょっと難しいと思うけど、よろ

しくひとつその点お願いしますわ。 

 特に町長に戻りますけど、町長、イベント、どうも町長はちょっと好きみた

いやな。ほんで、印刷物、これごく少数やけどね。こういうものについても、

これ馬鹿になれへんと思うの。それで、イベントも花火大会も３年に１回ぐら

いにしたほうがええ花火できると思うわ。こんなもん、ここらいうたら熊野の

花火かＰＬの花火かね。淀川もあるし、大きな花火見てますやん。この程度の
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上滝議長 

 

大村議員 

 

 

 

花火じゃぴりっとけえへんやん。思いやしませんか、町長、その点ひとつご回

答よろしくお願いします。 

 

 町長。 

 

 実は余り私、個人的には好きではございません。ふるさと教育の類い、ふる

さとに誇りを持ってもらいたい、そういう意味でのいろんな事業、今おっしゃ

っていただいたんは世界遺産登録10周年の事業でございます。これも県のお金

や交付金をいただいての話ですので、持ち出しではそれほど使っておりません。 

 それから、花火あるいは元気まつりのことかと思います。これもずっと花火

がなくなったり、非常に寂しい思いをしております。運動会とか文化祭とか、

たくさんの方が集まってまいりません。やっぱりふるさとの絆といいますか、

皆さん同士の絆を深めるためにも、やっぱり集まって、いいなという機会が欲

しいわけです。それが吉野に住み続けようという気持ちとかにつながると私は

思っております。 

 また、先ほどの空き家の話に戻りますけども、今どんどん外へ出ました。た

だ出ても、吉野町の方々というのは割と30分とか１時間以内のところに出たが

ります。東京まで出ていって一生帰ってこない方は余りいらっしゃらないです。

祭りとかふるさとの行事には結構帰ってこられるんで、そんな方々がそういう

祭りや何かで会ったときにもう一回帰ろうと思っていただける、そういうチャ

ンスをつくるためにも、私は今の祭り、花火というのは当分の間できる限り続

けていきたいと思っております。 

 

 大村議員。 

 

 わかりました。 

私も実は祭り好きやねんけどね。太鼓好きやねんけど、しんどいねんけど、

吉野の太鼓隊なかなか重たいで、しんどいから逆におもしろいわけですわ。以

上のようなことで、ひとつお金の使い方については、どうぞひとつ吟味してい
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ただいて有効に使っていただけるように。それから、地元の企業も支援してい

ただくようにひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、２番目に構造改革というんかな、機構改革ですな。これには僕、大賛

成です。大いにやってもらったら結構です。町長、もう年功序列とか古いから

とか、こんなんやからとか、言うとるような時代と違いますよ。女でも能力あ

る人は十分おりますねんから、大いに女性活躍法案なんかは廃案になりました

けど、吉野町だけが十分大勢使うとんねんと、残念がら吉野町会議員さんは薮

坂議員１人やけど、女の人の意見もなかなかユニークなところもありますんで、

ちょっとよろしくその点お願いしたいと思いますねんけど、それと同時に、年

に１回でも２年に１回でもよろしいから、職員と議会議員も含めて教育委員会

も含めて、半日ぐらい十分時間をとってお互いにトークし合う時間をつくるよ

うな機会をぜひ設けてやっていただきたいと、そこでは余り敬語も使わんでも、

わしみたいに柄が悪いことかてよろしいやんか。言うてもうたらそれで、中身

の問題やから、要は。そういうことも含めてやっていただいたら、むけむけの

話が出ると思いますよ。やっぱり町長の前へいくと一応遠慮するの、みんな。

そういうことは本音が出えへん。その点、ひとつ町長、意見がありましたらよ

ろしく。 

 

 町長。 

 

 機構改革を大いに進めよということでございまして、年功序列をやめよとか

女性の登用、全くそのとおりでございます。本来そういうふうに初めから思っ

ておったんですが、なかなか人事評価ときちんと制度ができていないですね。

何をもって判断するかというのは、やっぱり客観的にも数字を出さなきゃいけ

ないので、何年か人事評価も続けてまいりましたし、いろいろ特性もございま

す。本当は昇格試験等これからやらなきゃならないのかと思っていますが、い

ろんなことをやっていきたいと思っております。 

 職員の意見に関しましては、私しか見えないような感じのアンケートとか、

自分なりの意気込みとかを書いていただいたりとか、これはやってまいりまし
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た。また、それだけじゃなくて、ランチでミーティングをちょっとやってみた

りとか小さいことをやっています。 

 これをどういう範囲でどうするかというのは、確かにふだんの意見の交わし

合いというのは大事なことなので、これを今、地域担当でこの間から回らせて

いただいて、８月、大字別にやった後、地区ごとの反省会というようなことを

やっております。そういうことでやると、なかなかふだん言えないことも言っ

ておりましたんで、おもしろいのかなと思っております。議員さんとどう絡め

るかというのは、また別の課題があるかと思いますが、本当に思ったことがす

ぐに言えて、本当に町のことを思って町民のことを思って行動する、発言する

分には必ず意見って合うはずなんで、そういうことでいいますと、おっしゃる

とおり、そういうコミュニケーションを図る場所というのは考える必要がある

かなと思います。 

 

 大村議員。 

 

 ひとつよろしくお願いします。 

 １つ、それから最後に、吉野山の駐車場の協力金の件について、意見を述べ

たいと思います。 

 これ私、ここで暴露的な暴露するようなことを言うてしもうて、大変吉野山

では嫌われておると思ってますねんけど、私はそんな情のない人間違いますね

ん。現に８月８日の決算監査のときに、私は山本参事、あんたとこに言うてあ

りますよ、事前に。それで大西さんと大村さん、結論出ましたで、出ましたで

というて、できるだけこうやってまとめたいと思って待っとったら、何ぼたっ

ても来えへん。ほんで、たまに来たら、そんなもん、全然ピント外れなことし

よるから、宮本課長から来えへん。ほんで、宮本課長、あんたも吉野の子やろ

と、それやったら外へ出さんうちに、知とったら回答くれよということを再三

言うといたのに出てけえへんから、僕は９月議会で一般質問で言わんなんこと

になったんですよ。どない思われたって構へんけどな、吉野へ、ただ吉野山ぐ

らいのことで。事前に言うてあんのに、そんな情ない人間違いますねん。 
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 ちょっとその点、それはせんどね、わからんではないですよ。精神的に燃え

尽き症候群やと僕は思ってますねんけどな、山本参事は。新宿と東京のと日本

橋でやってきたから、もう思い切りやったから、ああ、これは精神的にもたん

わというようになったんやと思いますわ。そやけど、やっぱり自分がそこでお

る以上は誰かにでも任せて、委任してでもきっちり回答いただきたいというこ

とで、再三、宮本君にも要求しとんのに。事務局やいうて町長に聞いたから、

要求しておんのに出てけえへん。出てけえへんから言わんなんようになったん

ですわ。ようやく出てきたん10月の27日や。それでも結論らしい結論出てけえ

へん。どないなっとるの。 

 

 山本参事。 

 

 吉野山のことで、本当に心を痛めていただいてありがとうございます。宮本

課長とも一緒になってさせてもらっているわけなんですけども、まず11月の定

例監査のときに若干の資料というんですか、答えをお渡しさせてもらったとい

うふうに宮本課長のほうから聞いております。 

 ただ、なかなか協議会のほうが、今月の18日に開催するわけなんですけれど

も、その場で改めて方向性をきちっとしたものを出してお示しをさせていただ

きたいと思っております。 

 

 大村議員。 

 

 やっぱり山本参事、スピード感を持ってな。山本君は参事やろ、みんなはリ

ーダーやんか。荷が重たいことはもう百も承知やの、あの場所で、１階でな。

税務課からこっち側のやつ抱えとんねんから、理解しとるよ。それやったら第

三者にでも任せて、ひとつお願いするわというように言うていただいて、正確

なものを欲しかったと思うわけですわ。俺、飯貝の監査役の大西さんにまだよ

う言うとらんねん、出てけえへんもん。大村さん、出てきましたか、出てきま

したかとしょっちゅう言われる。あの人かって、まだ不信に思ったまま。公の
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上滝議長 

金がこんなことやったらおかしいやろ。 

 それと、駐車場にまだＡＥＤか何ぞ買うてあるやん。あれでも外へ出してい

ないし、そんな春だけ病気になるの違うやん、心臓病なんていつ起こるかわか

らへんやん。外で据えつけたってくれ言うたのに、とられたかってしれとるや

ん、ほかの無駄遣いから考えたら。 

 それと、山本参事、今６人か７人おる何とか対策委員会、話し合えいうんや

ったら、いつでも話し合いますよ。機会設けてください。ただし傍聴人も入れ

ておいてくださいよ。傍聴人は自由に発言はさせへんけど、そやないと誤解を

招く。 

 それと、最後に、水道の参事にも言うときますけど、山本参事も同じこと。

監査役として意見書出したら、正確な的確なわかりやすい回答をいただきたい

んですわ。出てへん、質問に何も答えとらへん。課長が出てきたら言うといた

けど、第２回目の意見書を出してある、僕。判まで押して捺印してあんのに。

公の機関やろ、ちゃうの、私物と違うで。ほんなんもうちょっと信頼できない、

そりゃ安倍さんでも嘘つくさかいな。 

 原発みたいにあんなコントロールやいうて、ただわずか１カ月ほどの、オリ

ンピック知っとるからな、前のオリンピック、何があったかというの。そんな

もんぐらいに、別にやってもやらんでもどっちゃでもええやん。ほんで、最近

になって、ようようこの間からオリンピック委員会の組織委員会の人らが来た

らやな、東北でラグビーやらあれやる言うとったのに、関西でやるようなこと

になって、現に東北の原発が危ないということ知っとるわけや。あかんかって、

そんなとこで余計な金使うんやったら、東北あんばいしたったらええねん。ほ

んなら、国民は政府を信頼するの。今は信頼していないよ、明らかに。俺は信

頼しとらんもん。そんなこと言うたら地域差別になるかしらんけど、     

朝鮮の人間嫌い。明治維新以来からずっと。町長にも言うたけど、後からつい

てくねん、ええなと思ったら。源平合戦のときからそうや。 

 以上、そんなことで、ちょっと的確な返事をいただきたい。意見あったら。 

 

 ちょっともう時間来てますけれども。 
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大村議員 

上滝議長 

表  谷

水 環 境 

参  事 

大村議員 

上滝議長 

上滝議長 

辻本議員 

回答だけくれよ。 

回答だけ簡単によろしく。 

 今、ご指摘をいただきましたことにつきまして、私も監査委員さんとしての

ご質問状はいただいておりますし、担当課長からも報告を受けております。内

容につきまして、担当課長と今詰めをさせていただいております。的確な答え

をさせていただきますように、これから担当課長と詰めていきたいと思ってい

ます。よろしくお願いします。 

ちょっとよろしくお願いします。 

以上、ありがとうございました。大きな声ですみません。 

５分間休憩をさせていただきます。 

開会は２時５分。よろしく。 

（ 休憩 午後 １時５８分） 

（ 休憩 午後 ２時 ５分） 

再開いたします。 

７番、辻本茂議員より出されております 

（１）『平成27年度予算編成』について 

（２）『町おこし協力隊員』について 

の一般質問をお願いいたします。 

辻本議員。 

辻本です。よろしくお願いいたします。 

今、衆議院総選挙が行われておりますが、現政権の経済政策などを含めて問
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上滝議長 

 

北岡町長 

われる選挙であるということで、町長選挙にはまだもう少し時間はあるんです

が、北岡町政が始まって既に６年ということで、そろそろ町長の手腕、真価が

問われてきているのかなというふうに思いますが、昨日も奈良県の県議会議長

の山下議長とお話ししていたときに、非常にいい意見をおっしゃってたなとい

うのが一つありまして、というのは、東京一極集中で地方がどんどん疲弊して

いくと、もちろん人口減少というのは大きな問題につながっているわけなんで

すが、その中で例えば、法人税で大企業の内部留保をもう少し税率を高めるな

どをすべきだと、海外に企業に逃げていくんであれば、地方にその企業を持っ

てくるような国としての施策をやるべきだと、まさしくそういう状況ができる

んであれば、地方でもさまざまな企業が入っていただいて雇用も生まれ、そし

てまた地域経済にも回っていくのかなというふうに思いました。 

 そんな中で、有権者の方といいますか国民の皆さん、奈良県民の皆さん、吉

野町の町民の皆さんも、同じようなご意見をもっていらっしゃるのが地域経済

というのがまず１点、それから子育て、３点目には将来不安、特に年金問題な

どというのをよくお聞きします。 

 そんな状況の中で、では吉野町で財政的にどんな状況が起きているのかとい

うところで、本日何人も質問されておりますが、重なると思います。あえて再

度お伺いしたいと思います。 

 平成15年、平成21年、26年の経常収支比率をお伺いします。26年度について

は、26年度がまだ終わっておりませんので25年度末でも結構です。今後の町財

政での指針について、どのような予算の組み立てをしていき、吉野町の未来に

つなげていくのか。町長のほうからご答弁いただきたいと思います。 

 また、その中には第４次総合計画に基づいた予算消化はされているんでしょ

うか。また、今後の吉野町の未来設計において、どのような予算的ビジョンを

持っておられるのでしょうか。ご答弁よろしくお願いいたします。 

 

 町長。 

 

 ご質問ありがとうございます。 
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上滝議長 

 

 吉野町の財政でございますが、何回もお答えしております。大変厳しい状況

でございます。ちょっと振り返ってということでございますので、平成15年度

が経常収支比率が94.6、翌年が過去最高でございまして、最低といいますか、

平成16年度が104.1％というのがございました。その後、いろいろな行財政改革

をやっていただきまして、またリーマンショックとばらまき等がございまして、

平成22年には88.8％と、これが近年では一番低い数字になってございます。現

状は平成25年度が97でございまして、平成26年度はもう少し増えるであろうと

いうふうな見込みでございます。 

 どういうふうなビジョンを持っておられるかとか、第４次総合計画はどうか

ということでございます。 

 計画に関しましては、数字のどれだけの予算消化とか、そういう意味ではき

ちっとした数字を把握しておりませんが、事業としてはまずまずのことをやっ

てもらっていると思っています。ただ選択と集中というのは必要だということ

で、その前に事業の評価をきちんとやらなきゃならないということで、ちょっ

と手間はかかりましたけども、事務事業評価をし、今、施策評価という段階に

移っております。その評価をもとにしてきちんと選択と集中を行って、何とか

経常収支比率をいい状況に転換できるように努力をしなきゃならないと思って

おります。 

 将来的にどうかという話で、先ほど大村議員も自立するのが望ましいと、自

立するのは当然望ましいですが、現状で自主財源的にいいますと２割５分ちょ

っとぐらいのものでございまして、なかなか自立するのは難しい。でも、目指

していく方向で、先ほども申しましたが、ローカルの経済でどれだけお金が回

ることができるか、あるいはどうやって税収を増やすか、一方でどうやって歳

出を抑えていくかということでございます。その辺のところ、まだまだ十分な

精査が必要でございますけども、評価を基準にしてきちんとした行政を進めて

まいりたいと思っております。 

 

 辻本議員。 
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 町長の自己評価でいうと、まずまずの予算消化というか、進めておるという

ことですけれども、自立していくのはもちろんなんですけど、100％自立という

のは本当に難しいと思いますし、今、東京都とそれから愛知県、名古屋を中心

として愛知県の場合もトヨタの業績いかんで交付税があるかないかというのが

日本の２つの都道府県、それが市町村単位になると、自立というのはもう全く

無理な話だと思います。これだけ社会保障が要求される世の中で自立をしてい

くというのは、やはり国からの交付税と、しっかりといただけるものはいただ

いてというような形をとるべきだと思うんですが、その中で県とか国に予算要

望、ちょうど今その季節というかその時期になっておると思うんですが、また

27年度予算編成をしていく、まさしくその中で県や国に予算要望というのをど

のような形でしているのかなというのがちょっと気になるところがありまし

て、実際のところは臨時でというのがちょこちょこ国からもございます。 

 それらも含めて、吉野町の場合でしたら、各担当課で恐らく個別にされてい

るのかなというふうに思うんですが、本来であれば、専門的にいろいろなそう

いう予算をうまく獲得するようなスペシャリストがいてれば一番いいんですけ

ども、そういうふうな仕組みというのはできているのかなというのが不安でご

ざいます。実際に私自身も、いろんなところからいろんな話をお聞きして、あ、

何や、そんな予算あるんや、そんな補助金制度があるんやというのをちょこち

ょこ耳にするんですが、担当職員さんに聞くと、ほとんどいつもご存じない場

合が多いです。そのあたりで機構改革にもつながってくるのかわかりませんけ

ども、ぜひ専門的で自治体として生き残っていく一つの大きなスペックという

か、大きな要素が含まれてくると思うんですが、そのあたりどうでしょうか。

お考えはございますでしょうか。 

 

 町長。 

 

 おっしゃるとおりでございます。冒頭に６年たって、今７年目でございます。

やれていないところからやっていく、あるいはそういう評価のこととか、内部

のまちづくり基本条例で皆さん方と協働の精神をどうするかというところを私
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としては力を入れています。これからでございます。 

 国のほうも地方創生の動きがございまして、いろんなメニューが出てまいり

ます。ただ、今までのどういうふうに予算要望してきたかと、大きな事業、例

えば柳の簡水とかですね。その前の中学校の建てかえとか耐震とか、橋の耐震

とか、そういうふうな安全安心のメニューとか、そういうのというのは基本的

にわざわざとりにいかなくても、やらなきゃならないことでずっと回ってくる

話で、今は吉野山簡水をやっているところというふうなところで、これから創

造的な地方創生として吉野町独自のどういうふうな展開をやっていくかという

ところが、これがみそでございます。これに対してどういう予算をとりにいく

か、あるいはどういうふうなメニューを見つけてきて、あるいは国としてつく

るかというのがこれからのやり方でございます。地方創生の動きの中で、国の

ほうの過疎対策室でありましたり、あるいは総務省のその担当者とか、かなり

人脈等も県を通じて、あるいはいただいているところでございますので、これ

からそれをつくっていただけるということでございまして、それにあわせて、

まだ内部的な問題、機構改革なりを進める中で後期計画をやっていって、それ

にどう乗せていくかというのが、これがメニューでございます。 

 さっきのビジョンにつながりますけれども、国の財政も、ご存じのように大

変厳しい。どれだけこれから地方に回ってくるかわからない中で、本当にスピ

ードを持ってやらなきゃならないと思っているところでございます。 

 

 辻本議員。 

 

 ぜひそういう専門的に、勉強会もやっておりますんで積極的に参加していた

だいて、吉野町の予算を少しでもうまく活用できるような形をとっていただけ

ればなというふうに思います。 

 最近の町政を見ていますと、私も反対意見を述べさせていただいたりしたこ

とがあるんですけど、こちらで１億使って、こちらでまた１億数千万使って、

また毎年5,000万使うとか、そんな事業もやっぱり手がけておるというのは事実

でございます。そんな中で経常収支比率も当然上がってくるんだろうなと、そ
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れによって逆に単純に金額だけでは表現できないかもわかりませんけど、歳入

がどれだけ増えるとかというような後づけというか、後づけでも結構なんです

けども、確たる目標値なりというのが今後は求められてくるのかなというふう

に思います。多分そうなるであろうというだけではなかなか厳しい状況が、今

後は出てくるのかなというふうに思います。 

 その中で、冒頭言いましたように、地域の方が何を求めていらっしゃるかと

いうところでいいますと、地域経済であり子育てであり、将来不安を取り除く

ということで、その一つについて教育長にお伺いしたいんですが、子育てで、

例えば学校での教育環境をよくするというところで、奈良県のほうもそういう

取り組みも考えていらっしゃるそうなんですが、地球温暖化等でやかましく言

われておりますんで、子供たちも非常に勉強に熱が入らないほど教室が熱いと、

冬は寒いということで、エアコンの設置なんかをしてみてはどうかなというふ

うに思うんですが、子育てをするために、恐らく小学校等で中学校でエアコン

完備しているという学校は少ないかとは思うんですけども、いかがでしょうか、

教育長。 

 

 教育長。 

 

 失礼いたします。 

 学校環境に適正な環境づくりとしてのエアコンの設置ということでお話があ

ったわけでございますけども、教育委員会といたしましては、これから子供た

ちが学びやすい環境づくりのために、何とかエアコンを設置していくことがで

きればなということで考えておるわけでございます。 

 ただ１点、財源的なことも踏まえて、それらのところを現在研究しながら、

できれば早い時期にというふうに考えている状況でございます。まだ確定的な

もの、決定ではございませんけども、何とかエアコンが、一度にはできないけ

ども、中学校は一応普通教室に設置されておりますので、幼稚園とか小学校、

段階的にできればうれしいなというふうに私自身、また教育委員会サイドでは

思っている状況でございます。 
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 以上でございます。 

 

 辻本議員。 

 

 ありがとうございます。決して子供らを甘やかすんではなしに、いい方向で

考えていい教育環境を整えてあげることが子育てにつながるのかなというふう

に思いましたので、お伺いをいたしました。 

 吉野町にとっての地域経済って、じゃ何なんでしょうかという。以前にも一

般質問でお伺いしましたけど、やはり観光と林業というのが吉野町らしさの中

では大切かなというふうに思います。次年度の予算で27年度でどれだけのウエ

ートというか、選択と集中の中で予算化されるのかというのは、非常に願うと

ころではあるんですけども、１年単年だけで成果が出ればなおいいわけですが、

やはり継続的に必要な吉野町らしい産業を育てていく、これは行政としてやれ

るべき仕事ではないかなというふうに思いますので、ぜひとも27年度予算で観

光と林業と言うのも意識していただければなというふうに思います。 

 最後に、予算と財政と全般の中でちょっと偏ったお話をお聞きするんですが、

平成17年に行財政改革をスタートして、マックスで平成22年、５年たって効果

が大きく出た。その後少しずつまた状況が厳しくなってきているというところ

で、議会においては定数削減、議員報酬の削減だけが議会改革ではないんです

が、議員諸氏の皆さんのご努力によりまして、例えば報酬だけを見ると14名で

4,788万円かかっていた報酬が、今11名で3,366万円になっております。これも

単純に基本の報酬額の計算になるわけですけども、計算すると70.3％、要は約

３割、議会のほうではそういうところで歳費を少なくする努力をしているとい

うところで、職員さんにおいては当然生活がございますので、平成17年に比べ

てお給料が３割もカットされてんというようなことはないとは思うんですが、

特別職の方、３役の方、その数字を見て、今厳しくなってきている財政状況を

鑑みてどのようにお考えなのか。町長、副町長、教育長にお伺いしたいと思い

ます。 
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 町長。 

 

 17年からという見方をされましたので、実はこの前から減っておりますので、

その前の段階で私の感覚で申しますと議会の減り方が遅かったと思っておりま

す。事前で今、数字をきちんと言えませんけども、少なくとも特別職も４人か

ら３人になっておるということと、それだけで４分の３でございます。また、

給料のほうも減額をしておりますので、ただそれでいいのかと言われたら、ち

ょっとそうは思っておりませんで、今後の機構の改革あるいは財政計画等を考

えて、また皆様方に審議をお願いするときには必ずそういう姿勢は出さなきゃ

ならないなと思っております。 

 職員に関しましては、一時カットしましたときに、非常に周りの経済にも影

響を与えたということもございますし、現実にラスパイレス指数でいいますと、

国の給与がもとに戻りましたので、我々まだ吉野町の給料は、ラスパイレスで

いうと90ちょっとという段階かと思っておりますので、この辺のところは考え

る余地があるのかなと、ただ人口に比して職員の数が減っておりませんので、

そういう意味でいうとまだまだ改革は必要かとは思っております。 

 

 副町長。 

 

 特別職の給与に関してですけども、我々の給与自体は、報酬審議会という審

議会を通しての給与ということで位置づけられております。昨今、町長のほう

から報酬審議会を何年ぶりかに開かんといけないなというものを言われており

ます。27年度中にそういうのが開かれるのかということで、私は特別職の給与

ということで報酬審議会で出た答えを了とさせていただいているということで

ございます。 

 以上です。 

 

 教育長。 
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 失礼します。 

 教育長の給料につきましても条例で決められておるわけでございますけれど

も、特別職報酬等審議会の審議に基づいて決定されるということは、今、副町

長からお話があったとおりでございます。私としては、その特別職報酬等審議

会、それから町長の指示に従っていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

 町長。 

 

 今年度の頭に報酬審議会を開いて考えていきたいと申しておりました。議会

の動きがございますのと、開くときには必ずそれも全部お考えいただかなきゃ

ならない。ただ報酬審議会のメンバーをどうするかということでは、ほぼ案は

できている段階で、いざ開こうというときに議会のほうの改革の話が出ました

ので、ちょっと今足踏みしている状態でおります。 

 

 辻本議員 

 

 非常に難しい手続を踏まなければならないのかなというふうにお伺いしまし

たけど、今国会でも、うそつき解散とかいうような形で、衆議院の定数を減ら

して、また実際に国会議員さんの報酬も減らしてというような話がありました

けども、現実そうではなくて、震災があった折には国会議員さんの議員報酬も

減らして震災復興のためにということでしていましたが、２年間限定でもう今

は既に戻っていますし、そんな中で全く意味のない解散をしてはるというよう

な意見もよく聞くんですけど、身を切ってというのは本当に我々も当然同じ思

いやと思うんですけど、厳しい状況を踏まえてというところがあると思います

んで、状況がよくなるんであれば身を切る必要もないんで、その辺も今後生か

していただければなというふうに思います。 

 それでは、２点目の質問で、町おこし協力隊員、あえてまちおこしという言

葉を使わせていただきました。正式には地域おこし協力隊員ということなんで
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すが、今現在何名おられて、どのような活躍をされているのか教えていただき

たいなという質問でございます。 

 地域おこし協力隊員の方は、その地域において３年間総務省から派遣といい

ますか、ご紹介いただいて来ていただいているわけなんですが、その３年間が

過ぎると、永住していただくためにも、町として何らかのサポート体制等も必

要なのかなというふうに聞いております。また、総務省の指針というか通達の

中身を見ていますと、そのようなことも書いてあるんですが、実際のところは

今、ビジターズビューローの中でほとんどの方がおられるかなというふうに、

私自身も余り詳しくわかっておりませんので、あえてもう一度お伺いしたいと

思います。 

 あわせて、何名かおるんですけども、担当の窓口というか担当課はどこにな

っているのかも、ちょっと私、わかりませんので、各課に分かれて担当してい

るというようなことも聞いたこともあるんですけど、そのあたりどうなってい

ますでしょうか。ご答弁よろしくお願いします。 

 

 町長。 

 

 現状、人数は７名いらっしゃいます。観光振興の部分で３年目を迎えました

のが３名、今年から来ておりますのが２名ございます。うち３年目を迎えまし

た隊員の１人が、この11月いっぱいで卒業ということでございました。 

 また、あとの２名は木材業担当ということで貯木担当で１名、それから今年

入りましたもう１名が、今もそれは３年目を迎えております。今年に入りまし

たので林業に関わる体験もしているという現状でございます。 

 窓口でございますが、これはなかなか、受け入れ窓口としてはまちづくり振

興課のほうで受けておりますが、本当に窓口だけでございまして、即ビジター

ズビューローに籍を置きましたり、あるいは振興協議会におきましたり森林組

合におきましたりということで、担当としてはそれぞれの担当課が見ていると

いう状況でございます。 

 おっしゃるとおり、なかなか目に見えなくてＰＲ不足も非常に考えておりま
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す。今後、その活動も含めまして、もっといろんなところで地域おこしという

ことで、もっと地域の皆さん方にも知っていただく、我々の運動不足かなとい

うのも感じておりますので、その辺は是正してきたいと思っております。 

 

 辻本議員。 

 

 全国的に総務省の勧めで地域おこし協力隊員さんというのがおられるわけな

んですが、せんだって十津川村の村議会選挙でも地域おこし協力隊員の方が立

候補されたり、下北山村でも非常に成果を出してはる方もおられたり、近隣で

もそういうお話を聞くんですが、やはり自治体からサポートをしっかり受けな

がら活躍の場をしていただいている。よく言うまちづくりは若者、よそ者、ば

か者が集まるとまちづくりしやすいとか、そういうふうな表現をされる方もお

られますけども、よそ者という言い方をすると非常に受け入れがたさがあるん

ですが、協力隊員ということで、地域おこしのために、まちおこしのために頑

張っていただく隊員の皆さんにどのようなサポート体制をされているのかとい

うのをいま一度お伺いしたいと思っています。 

 また、今11月で卒業された方もおられるんですが、永住していただくときの

サポート体制もあわせて教えていただきたいんですが、もう１点は、観光振興

で５名ということですが、町内に今観光協会は３つあります。平等にその観光

協会に対して地域おこし協力隊員の方が参加されているのかなというところ、

お伺いできますでしょうか。どなたが答えていただけるんでしょうか。 

 

 町長。 

 

 まずサポートでございますが、これは費用も出ますので、住宅の世話であり

ましたり車をあてがったりということはしております。 

 今後、永住するにつきましては、もちろん家の紹介もございますけれども、

その後お仕事をしなきゃならないので、まだ制度はできておりませんけども、

業を興す、起業をするための支援策というのを融資制度なのか、その辺のとこ
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ろで検討しなきゃならないなと思っております。 

 それから、この制度そのものは、吉野町の規定だとこんな仕事してほしいと

いうこちらの希望もございますが、彼らは彼らで３年間で仕事を見つけて永住

していくということでございますので、我々が平等にま配るというふうなもの

ではないと思っております。もし足りなかったら担当課でお願いします。 

 

 辻本議員。 

 

 観光振興で実際のところ、全く地域おこし協力隊員の顔を知らない観光協会

がありますので、観光振興において３つの観光協会の中の知らないところにあ

るというのは、これは平等ではないんではないかなというふうに私は思いまし

たのでこの質問をさせていただいたんですが、観光関係ですんで吉岡参事です

か、山本参事ですか。 

 あわせて聞きますと、永住する場合に、例えば住宅手当として定額50万を支

給するとか、例えば活動するにおいては、１人に１台いつでも活動できるよう

に車を配置するとかというのは、総務省の通達に出ているんですけども、現状

は吉野町はそうなっていないんですが、そのあたりもわかりましたらお答えく

ださい。 

 

 山本参事。 

 

 失礼します。 

 現在、観光担当で５名の者がビジターズビューローで今いてるわけなんです

けども、当初募集の段階でしましたときには、１人はちょうど吉野町観光協会

を拡充しようというところもありましたので、それのお手伝いということで１

人を募集させてもうたと、それからもう１人につきましては、その中でのサブ

的なことと、あと新しい事業として森林セラピーとかそういうのもありました

ので、それに重きを置いて従事をしていただきたいということで１人を募集し

ました。 
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 それから、あと１人は、特にそのときはまだ中竜門、ちょうど見附がまだう

まくいっていないときでしたので、それに重きを置こうということで中竜、い

わゆる東部地域の観光振興というんですか、観光振興だけでなくて地域づくり

のほうにもお手伝いをしていただきたいということで、３名を募集させてもう

て入ってもうたのが実情です。 

 それと、あとの２名につきましては、今年入った２名につきましては、ビュ

ーローの事務を３年目で今年終わる者がおりますので、事務を引き続いてやっ

ていただこうということで１人入っていただいて、あとはやはりビューローで

すので旅行業を何とかやっていきたいということもありまして、それを専門的

にやっていただく者を入れたというので、現在５名の者がおります。 

 議員さんがおっしゃったように、観光関係全部、観光３協会を十分回してい

けたらということだったんですけれども、ちょっとそういう意味ではまだまだ

いかなかったんで、今後やはりある程度ビューローのほうの体制が固まってき

ましたら、その辺で当然３協会の方に均等にいくような形の協力隊員を募集さ

せていただきたいなと思っております。 

 それと、先ほど町長も言いましたように、現在いてる場合は住宅とか、ある

いは車は貸与はさせていただいていますけども、その後、卒業した後こちらへ

残ったというのは全く今のところはないですので、それは先ほども町長が申し

たようにその支援策というんですか、それのきちっとしたものを今後つくって

いきたいなと思っております。 

 

 辻本議員。 

 

 ちょっと担当課もあやふやで、本当にちゃんとやれているのかなというのが

正直なところ感想なんですけど、今、山本参事お答えいただいたように、ちゃ

んと今後やりますということですんで、ちゃんとやってくださるんだろうなと

いうふうに思いますけど、三茶屋見附でも地域おこし協力隊員の方にお会いし

たことございませんし、津風呂湖でもお会いしたことございませんし、遊びに

来てあるときにはお会いしたことありますけどね。そういう意味でいうと、も
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う少し立場を明確にしていくというのも、せっかくの人材、来ていただいてい

るんで、やるべきだろうなというふうに思います。 

 また、今後の予定という、当然今も継続的に地域おこし協力隊員というのは

総務省のほうで続けていくように聞いておるんですけども、受け入れていくと

いうか、吉野町の体制としては定住促進につながるんではないかというような

大きな目標もございますので、そのあたり町長、最終ちょっとご答弁よろしく

お願いします。 

 

 町長。 

 

 できるだけたくさん受け入れろと指示はしております。総務省のほうでも、

これはなかなかいい案である、我々にとりましても、うまくいくと３年間国の

お金で活動していただいて、そのまま定住していただくと本当にありがたいで

すし、あるいはそのまま役所の仕事につながっていくかもしれません。今、こ

れから人も減らさなきゃならない中で、新しい仕事に取り組むというのは非常

に望んでいるところでございまして、例えば遊休農地をどう活用していくかと

か町の林業をどうまとめていくかとか、そういうふうなところも含めまして、

あるいは鳥獣害対策とかいろんな分野で、あるいは福祉部門でも地域包括ケア

の中に入っていけないかとか、いろんなところで、こんなことやりたいという

ことにもっと手を挙げろということで、各課にそういう指示を出しているとこ

ろでございます。順次募集をして詰めていきたいなと思っております。 

 

 辻本議員。 

 

 今後も積極的にやるということですんで、担当窓口なりそういうところで、

地域おこし協力隊員さんをうまく活躍していただけるような専門的な窓口とい

うか担当課、ぜひ明確化していただいて、ぜひ定住していただいて、今後も吉

野町で活躍していただけることをお祈り申し上げまして質問を終わります。 
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 続きまして、２番、中井章太議員より出されております 

 （１）吉野ビジターズビューローの現状と果たすべき役割について 

 （２）地方創生関連法案成立を受けて、成すべき吉野町の政策と体制 

 の一般質問をお願いいたします。 

 中井議員。 

 

 ２番、中井でございます。本日は２点、吉野ビジターズビューローの現状と

果たすべき役割について、もう１点、地方創生関連法案成立を受けて、なすべ

き吉野町の政策と体制。これは吉野町にとりまして、観光産業というのは軸に

なってこようかなというふうに思っております。そういった意味で、地方創生

関連法案と関連するかなというふうに思いますんで、２点あわせて質問をさせ

ていただきます。 

 昨日、衆議院選挙が公示されたわけですが、今回の選挙は約２年にわたるア

ベノミクス政策の効果を検証し、進めるべきかとめるべきか、いま一度我々国

民一人一人が考え、決断しなければならない重要な選挙であると考えておりま

す。また、今回の選挙の結果が今後の進むべき日本の方向性に大きく直結する

選挙でもあると思います。 

 現段階でのアベノミクス効果は、都市部を中心とした大企業の一部に限定さ

れており、中小、小規模企業が多い地方においては、まだまだ実感のない厳し

い経済環境であるのは事実であります。いかにして地方経済を取り巻く環境を

好転させていくか、今回の衆議院解散選挙に選挙前に成立した地方創生関連法

案２案を地方自治体においてどのような体制で推進していくか、アイデアや知

恵の捻出も含めて重要なポイントになってくることと考えております。これか

ら進むべき地方創生は地域の力が問われる、格差が顕著にあらわれる、まさに

地方自治体の存続をかけた創生戦略時代に突入する重要な時期であると思って

おります。 

 そこで、まず１点目、今回吉野町の創生戦略の柱になるであろう観光推進政

策について。 
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 昨年４月、観光部局から行政から独立し、観光振興に取り組む一般社団法人

吉野ビジターズビューローの現状と果たすべき役割について、町長にご質問さ

せていただきます。 

 吉野ビジターズビューローの目指すものということで、ホームページのほう

では３点書かれております。新規の会員を積極的に募り、新旧の会員が一体と

なって観光振興に取り組む。２つ目、吉野地域の玄関口として、周辺地域との

連携、おもてなしの充実を図る。３つ目に、長期的には既存３観光協会の統合

を目指すというふうに書かれております。 

 そういった流れから、町からの補助金も平成25年度決算額で938万6,000円、

平成26年度予算額で1,843万8,000円と、かなりの補助金を投入して観光振興に

取り組む姿勢は見えておりますが、予算に対する成果も含め、設立目的を達成

するための組織として現在運営できているのか。人材、経営体制、主力事業、

拠点、連携の観点から、現状と今後の方向性について、町長にご答弁よろしく

お願いいたします。 

 

 町長。 

 

 ご質問ありがとうございます。 

 まず、地方創生の中で観光が中心になるであろうと、確かに大きな柱ではご

ざいますが、私はこれが特に中心と思っておりません。定住化という大きなテ

ーマがあるからと思っております。 

 ビジターズビューローでございますが、今設立いたしまして２期目でござい

ます。１期目、ばたばたと申しますか、とりあえずそれまで連絡調整機関であ

りました吉野町観光協会というものを自立して、３協会以外の協会の方々も活

動できるようにと、町中上げての観光に取り組めるような形を目指すというこ

とで、吉野ビジターズビューローという名前をつけてお願いしたところでござ

います。 

 １年目、いろんな手探りで、森林セラピーを中心にどんな施策が打てるのか

というふうなことと、基本的にまだ各協会さんとの二重の構造というのは、な
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かなかうまくかみ合わなくて苦労しているところでございます。そんな中で、

こんなことができるのではないかということをいろいろとやっていただきまし

た。 

 ２年目の今年でございますが、ご存じのとおり吉野大峯世界遺産登録10周年

という大事業がございまして、それに関連しまして行政側の観光の組織とビュ

ーローの動きというのが、はっきり言いましてごちゃごちゃになってしまいま

す。そういうところで、今のところ上手な運営ができているとは思っておりま

せん。 

 今回、機構を改革するに当たりまして、観光の分野をどれぐらい行政で持つ

のかと、ビューローとの兼ね合いをどこに持つのかというところで調整が必要

でございますけども、私の考え方からいいまして、行政で対応するには観光行

政は予算を組み、予定を組んでというのは、非常にフレキシブルな動きがなか

なかしにくいので、その辺のところを自由な感じでもっと動いていただきたい

ということが主なところでございまして、そういう動きをビジターズビューロ

ーに期待しております。また、定款さえ変えればいろんなことに挑戦できます

ので、そういう動きを期待するところでございまして、そのためにも地域おこ

し協力隊をたくさん入れたいとも思っておるところでございます。 

 ということで、まだまだ期待しているところまでは達しておりませんが、ビ

ジターズビューローのほうでも理事会を月２回開かせていただいて、いろんな

数字をチェックさせていただいております。そういう企業体的な動きになれて

いない職員もおりますので、本当に公益的にやる部分と、自立はなかなか難し

ゅうございますけども、自立につながるような動きがきちんとできる、収益を

ちゃんと稼げる部分というのをきちんと定義し直して、目標を持って動けるよ

うな努力をしなさいという指示はしております。 

 

 中井議員。 

 

 ただいま町長のほうから、観光政策というのは定住ということでお話しをい

ただきました。観光というのは、私はまちづくりとセットだというふうに考え
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ています。なぜかというと、産業を興し、交流人口を増やしていかない限り、

この地域に人は入ってこないというのがあるんですね。今、国のほうでも各自

治体でもそうなんですけど、ワンストップ窓口という形で、やっぱり定住、仕

事と観光というのをセットにしたりとか、定住と仕事をセット、そういうふう

な形で今やはり動こうとしております。 

 これはちょっと地方創生関連にも絡んでくるんですけども、やはり総務省で

あったり、経産省であったり、林野行政であったりとか、いろいろ国も各省庁

が横断的にしていく中で、受け皿としての自治体側もやはり一つの横のつなが

りを持っていかないといけないということは、やはり受ける窓口も一つにして

いかないといけない。そういったときに観光という切り口というのは単なる観

光推進ではないと、まちづくりイコール観光政策にしていかないといけないと

いう観点の中で、非常に今回、ビジターズビューローというのが吉野町から行

政から独立してこれから歩んでいこう、１年半がたった中で、現状課題として

は二重行政とビジターズビューローの二重だとか、そういった部分は非常に分

析をされていると思います。 

 確かにいろいろ森林セラピーが、行政から事業がビジターズビューローに行

ったりとか、既存の観光協会がその中で理事をしながらやられている。やはり

この二重というのは、一般の町民さんから、また民間事業者から見ても二重に

なっているんですね。ですから、そういったことが非常に動きを鈍くしていた

りとか、逆にまた信頼関係という部分で少し薄れているようなところも感じま

す。これはやはりいろいろな各種事業をされている方々にヒアリングをしたり

とかしている中で、それは確かに響いています。そこが現実としてあるので、

何とかこれはビジターズビューローをある程度の方向で観光行政、まちづくり

の一環として進めていくには、非常に機構改革とあわせて何とかしてもらわな

ければならないという思いで、今させていただきます。 

 １点、お答えの中で自由度に期待というのは、これはそのとおりやと思うん

です。ビジターズビューローを行政から独立させて自由度を高めるというのが、

これが本来これから観光行政、また自立型に持っていくための大きなポイント

ではないかなというふうに考えています。 
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 ただそこで、各地の観光協会を見てみますと、成功しているところというの

は、ほとんど財源、最初はやはり補助金、委託金なんです。そこから３年をめ

どに自立をして、ほとんど自己財源、自主財源でやっぱりされているんですね。

身近でいくと、行政がつくり上げた観光協会であったり、また民間から立ち上

がった社団法人化された観光とか、近くでいくと、東大阪モノづくり観光推進

協会というのが、これは石切のホテルセイリュウのホテルを再建させて、そこ

で東大阪は物づくりのまちということで、あそこは6,000社町工場があります。

その中で70社と提携して、１人の専務理事と事務局長が、ＪＴＢとかいろんな

地域の企業を理事さんに入れて運営されています。ですから、知恵旅なんかで

も成功事例ということで出てきております。 

 あとは、四万十ドラマとか高千穂町、高千穂町は私、行かせていただいたん

ですけども、高千穂町も同じような歴史資産があるところで、そこは60人の雇

用を雇いながら、レンタカー事業とかも自主財源で１億8,000万円ほどの売り上

げを上げています。 

 ですから、そのときに必要なのは、先ほど町長が自由度を高めてと言ったと

きに、やはり行政からの補助金とか委託金があると、その自由度がやっぱり低

くなるんですよね。先ほど辻本議員からもありましたけども、各観光協会、平

等であったりとか、事業者間は会費でやられているんですから平等にやらない

といけない。果たしてこの平等が対お客さん、来られるお客さんに対して、正

しい情報であったり適切な情報を伝えているかというたら、そこも微妙になっ

てくると思うんです。 

 ですから、これから財源が減ってきて、やはり民間力を高めていこうといっ

たときに、その組織というのは非常に大事になってくるんではないかなと、一

つ欠けているのが、ビジターズビューロー、去年、山本参事が行政から行かれ

ました。今の体制でいくと、専務理事１人、事務局長、嘱託ですね、地域おこ

し協力隊。これをどの角度から見ても、やはり経営をされた方の経験者ではな

いということなんです。ですから、ここは町長にちょっとお願いしたいんです

けども、トップハンティングでもいい、誰か経営のできる人材の人をビジター

ズビューローの専務、そして事務局長に１人据えるということをやはりやって
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いただいて、今１年半があるんであれば、あと１年半である程度の立て直しは

できて、そこへ持っていけるんじゃないかなと。そうでないと、今の地域おこ

し協力隊の方も３年という、一応期限が切られています。ほとんどのそういう

観光協会におられる方というのは、緊急雇用であったりとか、期限つきで来ら

れている方が社員になっているんで、どうしてもそこらの部分が安定的にそこ

で仕事できない。そういうところもやはり表にはあらわれてくるというところ

もあります。 

 ですから、今もやられているところはＰＲという活動はされていますけども、

営業という活動はほとんどされていないと思うんです。できていないというの

が現実なのかもわからないです。 

 セラピーに関して、ちょっと収益的事業ということで主の事業としてやられ

ていますけども、昨年600か700ぐらいですかね。今年1,000人を目標ということ

でやられています。恐らく行政でやられていたときと外へ持っていったときに、

美林案内の方々が一生懸命されて、いろいされているんですけども、企業への

営業というのはほとんど多分されていないと思うんですね。これって非常にも

ったいないなと、この間、豊かな海づくり大会のときに公民館で映画をさせて

いただきました。「うみやまあひだ」という。それは非常に森林セラピーにも

つながる自然の力というのをすごく感じるような、その映画の中でコメントが

ありまして、それは脳神経外科と作曲家である大橋先生という方が、ハイパー

ソニックのエフェクトということで、高周波の森の耳に聞こえるというか、ち

ょっと難しいことでわかりませんけども、そういう高周波のほうでそういうふ

うな効果があると、それがストレスを軽減するということで発明されています。 

 ですから、そういう事業一つをとりましても、活用できるプログラムという

のは幾らでも組めるんじゃないかなというふうに思うんです。ですから、ＰＲ

とか広報というのはしても、これは一方通行なんですよね。何とか営業できる

ような組織体制に持っていくと、そしてまた経営できるトップマネジメントの

人材をトップに置くという、これをぜひやっていただいて、観光とまちづくり

をセットにした組織をつくり上げていただきたい。これがすごい私の思いでご

ざいますけれども、町長、一言よろしくお願いします。 
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 町長。 

 

 おっしゃるとおりでございます。最初の観光、観光というのは実は光輝いて

いるものを見に行くということで、本当にそこに住んでいる方々が生き生きと

暮らしていないと意味がないということもございます。もちろんまちづくりと

セットでありますが、余り観光中心といいますと、誰のために仕事しているん

やと、観光客のために仕事しているんじゃないよというふうな、そういうとこ

ろも含めまして、観光が全くの主ではないよと言ったのはそういう意味でござ

いますんで、もちろん窓口として十分活躍していただけると思っております。 

 確かにちゃんと経営ができる人材、今、地域おこしで来ている人間で１人、

過去に企業を経営している者もおりますので、彼にも多少は期待しております

が、観光業という意味では、本当にヘッドハンティングというものを目指さな

きゃならないと思っているところでございます。 

 それから、営業ということでございますが、森林セラピー、一応教職員組合

でありましたり、市町村職員組合がありまして、その辺は行っております。目

ぼしいところも二、三行っておりますが、まだまだ営業が足りない。これもど

こかで似たような話をしてことがありますが、受け入れる体制のほうも今の人

数ぐらいでしか受け入れられないと、美林案内人も含めまして体制づくりもき

ちんとやらなきゃならなくて、この事業もいつまでもずっと日をかけて営業を

やるような事業でもないと思っていまして、なるべくコストがかからず、ずっ

とリピーターがうまく回っていくようなそういうシステムにしていかないと、

とても自立はできないなと思っております。 

 先ほど四万十の例でありましたり、東大阪の例を聞かせていただきました。

３協会が集まっての今の組織とという、行政との二重というのは結構線を引き

やすいんですが、既存の観光協会を含めたビジターズビューローという形なの

で、この二重のほうが組織を運営していくのにはなかなか難しいなという感覚

は持っておりまして、何とか少しずつでもいい形を相談しながら持っていきた

いと思っております。理事会のほうでも、もっと緊密な連絡をしようとか、理
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事会からの提案というのはどうなると、報告ばかり聞くだけじゃなくて、もっ

とそういう組織の運営にもかかわっていこうというお声も聞いておりますの

で、徐々にではありますが、改革できると思っております。これからもご指導

のほうよろしくお願い申し上げます。 

 

 中井議員。 

 

 いろいろお答えをいただきました。その中でどの組織がベスト、ベターなの

か、それは地域によってやっぱり違うと思うんですね。吉野町の場合において、

あの場所もそうなんです。当初拠点ということで上市の駅前ということで、あ

そこが吉野町の持ち物であるということで、あそこをデザインコンペの形も含

めて持っていかれました。ただ、今、私も子供が高校生で上市に送り迎えして

いるんですけども、やっぱりあそこを活用されているのは地域の子供たちのよ

うな気もするんです。観光になってくると、吉野神宮から吉野山ですよね。こ

の辺がやはり観光の拠点になるのかな。そういう総合的なことも含めて、今、

吉野神宮のもとエーコープさんのところに、吉野大峯のケーブル自動車の内田

社長が今やられています。ひょっとするとあそこが一つの、民間ですから吉野

町の観光の一部を担ってくれる可能性もあります。 

 ですから、そういった部分で、できる部分と、また民間でできる部分、ここ

も調整をしながら地域の中で一つの集客として考えたときに、やっぱり外から

だと同じようになってしまう。どちらのほうがサービス的に応えられるかとい

うことも含めると、やはりそこらの調整もしながら、本来行政が観光行政です

べきところはどこまでなのかな、そういうすみ分けもぜひこれから先の中でご

検討いただきながら、調整いただきながら進めていただければなというふうに

思っております。そういったところがこのビジターズビューローに関する質問

でございます。 

 続きまして、２番目の地方創生関連法案成立を受けて、なすべき吉野町の政

策と体制について、ご質問をさせていただきます。 

 まち・ひと・しごと創生法案及び地域再生法の一部を改正する法律案の概要
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を見てもわかるように、地域の自立につながる地域主体の取り組み体制、やる

気のある地域に対して集中的に政策資源を投入するなど、全国一律ではなく、

各地域が必要な施策を選択できるよう、支援施策をメニュー化すると記載され

ています。このことは自治体の政策能力、リーダーを中心とする組織力、自治

体の真価が問われるということでもあります。これからなすべき政策が一過性

のものになるか、また町民価値の向上、地域所得の向上といった持続可能なま

ちづくりにつながるか、大きな岐路に立たされていると言っても過言ではない

でしょう。 

 そこで、町長にお尋ねいたします。 

 今回の地方創生関連法案を首長としてどう受けとめ、どのような組織と体制

で地方創生につながる重要政策を推進されていこうとされているか。まち・ひ

と・しごとの創生に向けた政策５原則がございます。自立性、将来性、地域性、

直接性、結果重視に即した視点から、考えをお聞かせいただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 

 町長。 

 

 解散前にこの法案だけを通していただきまして、地方にこれから力を入れて

いくと、一番主流になる法案でございます。基本的にはもう全く簡単でござい

ます。地方が成長する活力を取り戻し、人口減少を克服するということのため

に、いろんな視点からの指示がございます。 

 一番のメインといいますのは、地方版の総合戦略をつくることでございます。

これはたまたまでございますが、私どもも27年度に前期計画の最終年度に後期

計画をつくると、それに合わせてつくることができると思っております。自立

性、将来性、地域性、いろいろありまして、先ほどどなたかの質問でもお答え

しましたけれども、中心地をちょっと住みやすく、力強くしなきゃならないと

いうことがございまして、コンパクトシティー、真ん中だけで周り捨てるとか

そういう意味じゃなくて、やっぱり中心地がにぎやかにならないと、まち全体

のイメージも含めて住みやすくしなきゃならないと思っておりまして、そうい
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う意味でいいますと、駅を中心にしました上市駅、吉野神宮駅、吉野駅、それ

から施設でいいますと役場周辺、病院、警察という、その辺のところをもう少

し集約した形での展開ができないかなというふうに思っています。 

 ただそういうことをどこまで描けるかということもございまして、あるいは

本当に知恵とコネの問題だと思っておりまして、１つには日本版シティマネジ

ャー派遣制度というのがございます。こちらのほうに今挑戦をしておりまして、

国の役所の方に２年ほど来ていただいてということはどうかなということで、

今そういう話も進めているところでございまして、将来にわたってもずっと発

展できるような、どういう形がつくれるかということを広域計画並びに総合戦

略をつくる。あわせて地域おこしの窓口がややこしいとかいろいろなものがご

ざいますけども、これも機構改革の中で、今一番欠けているのが企画部、経営

戦略的なところが、もっと協働推進という形でちょっとインパクトの弱い組織

になっていますんで、町長か副町長、直接直づけのそういう戦略会議的な戦略

室的なものを設けていろんなことをやっていくと、そういうのを並行してやっ

ていってつくってまいりたいと思っているところでございます。 

 先ほども申しましたけれども、今、国とのパイプの問題とかを見ましても、

本当にいい位置におりますし、たくさんの方々がお知り合いですし、それこそ

知恵とコネの勝負だと思っておりますので、万全を期して頑張ってまいりたい

と思っております。 

 

 中井議員。 

 

 この創生法案を受けて、町長から今、拠点づくり、中心地の拠点づくりと、

そして日本版シティマネジャーの派遣制度の活用ということでご答弁をいただ

いてました。 

 私もいろいろ質問の中で、外部人材の登用というのを町長にも何回かお願い

した経緯がございます。６年たつわけですけれども、ほとんど吉野町の今の組

織の中に外部人材が入っていないというのが現状なんですね。これ、別に入っ

たからよくなるとか、入らなかったから悪いとかじゃなくて、やはりこれぐら
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い地方がさみしい中で、先ほど情報のネットワークとかという話もありました

けども、やはり新しい血を入れて、そしてその中で新しい価値を見出すという

か、行政の皆さん方もそういう部分は非常に大事じゃないかなというふうに思

う中で、今回こういうふうに派遣制度が活用できるわけですね。地方創生のコ

ンシェルジュ制度という、２つ今あるんですけども、ぜひこういった部分を活

用して、それを基軸に、また民間人登用とか、いろいろ新しい血を入れていた

だいて、機構改革の中で30代、40代の人が学びを得て、吉野町の会社として経

営できるような強い体質づくりに持っていただきたいなというふうに思ってお

ります。 

 先ほど中心地ということで、駅周辺とか役場とか、あと病院とか、いろいろ

あるわけなんですけども、ここは重要になってくると思うんですけども、やっ

ぱり世の中の流れというのが多分あると思うんですね。役場はこの場所でずっ

とあったわけですけども、今現在、非常に耐震の問題とか、これから場所の問

題、それからまた建物の問題とかいろいろ出てくるわけですけども、今のこの

状況からすると、人と情報が集まる場所としてどうなのかなというところもあ

るんです。なぜかというと、地域にインターネットが情報発達してから、自分

たちのまちに欲しい施設は何ですかというふうな大体アンケートをしたら、カ

フェか図書館なんですよね。これが必ず上位に来るんです。吉野町の場合を見

たときに、そしたら我々若い世代、また年配の方々、もっと学生の子とかです

ね。集まる拠点というのがないんですね。カフェもなければ図書館もない。と

なると、やはりそれにふさわしい場所がどこなのかなと、これ当然いろいろな

建設になればある程度コストもかかりますし、それの準備段階でいろんな調整

も必要になってこようかなというふうに思います。 

 ただずっと見渡すと、やはり中心地になってくるのは吉野神宮か上市、この

辺の拠点でいくと、やはり連合会とか、今吉野小学校があるあたりが非常に開

けた土地で、まだ可能性はあるんじゃないかなというふうに感じます。 

 ですから、そこに本気で、町長、今、そういう行政的に動くんであれば、今

まで市場も２つあるわけですよね。上吉野の市場と連合会の市場がある。今、

木材状況が非常に厳しい中で、どうやって経営していこうかな、運営していこ
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うかなというのもやはり現実やと思います。その中で、ああいうすばらしい場

所は地域資源と一緒やと思うんですね。地域資源をどう生かしていくかという

のは、同じ土俵の場を持って、そこでいろんなビジョンを語り合い、そこを地

域として、また川上であったりとか東吉野、そういうふうな形の拠点として使

う可能性も出てくるわけじゃないかなというふうに思います。 

 ですから、この間、製材関係ですか、ああいう意見交換会を町長主導のもと

持っていただきましたけども、ぜひ今度はそういう拠点の場所づくりにおいて

も、そういった主要場所、また鉄道関係もあろうかと思いますけども、そうい

うふうな場というんですか、そういうのを持っていただけたらなというふうに

思いますが、町長としては、私はそういう場所が一番これから適しているんじ

ゃないかなというふうに考えますけども、いかがでございますでしょうか。 

 

 町長。 

 

 全くほぼ同意見でございます。ただ余り周りにもほっとかんといてくれとい

う感覚がありますので、それと多分並行して、ドア・ツー・ドアのデマンドバ

スとかデマンドタクシーとかというのもきちっとやらなきゃならないですね。

もともと吉野町全体のグラウンドデザインがないやないかとか、いろいろ言わ

れています。 

 それも含めまして、改めて吉野町のこの地域はこういう地域でこうだという

ことを、それこそ地域担当を含めて、地域の方々と納得しながらきちんとつく

っていくべきであると、選択と集中とこの地域にこんだけということをやらな

きゃならないですね。おっしゃるとおりカフェや図書館という維持費は別にし

て、象徴的なものが絶対要るんですよね。吉野町の象徴って何と言われたとき

に、吉野山ですかと、貯木場ですかじゃなくて、本当に住んでいる人たちの象

徴的な住宅地としての核になる部分というのは絶対要ると思うので、そういう

ところをぜひ中心地形成という意味でつくっていきたいと思っております。 

 どういう手段でどうつくっていくか、なかなか難しいものが、勝手な思いで

進むこともできませんし、余りに相談し過ぎるとなかなかできませんから、そ
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上滝議長 

の辺のところをどういうふうな方々と相談したら的確な、余り時間をかけずに

しっかり考えていきたいと思っております。 

 

 中井議員。 

 

 ありがとうございます。時間というのは本当にあってないようなものなんで

すけども、人口減少というのは、ちょっと違う視点だけ最後に言わせていただ

きますと、当然これから一極集中から地方への人口流入ということで思ってい

るんですけども、日本の人口が1970年、ちょうど私が生まれたころにはまだ１

億467万人やったんです。ちょっと前はもう１億いってなかったんですね。それ

がちょうど時の吉野町の人口が１万6,419人なんですね。2040年には3,000人台

というふうな数字は出されていますけれども、ちょうどそのときの人口と一緒

なんですよね。約１億人ですね。ですから、要は人口が一緒やけど、社会構造

といろんな生産労働人口というんですかね、それが変わるだけであって、とい

うことは、65歳以上の人をどう呼び込むかということも一つ大きなテーマにな

ってこようかなと、その人たちに来ていただきながらお金も使っていただく。

それである程度仕事をつくっていく、企業誘致していく。そういうことも視野

に入れながら拠点づくり、そしてまた中心地づくりをやっていただけたらなと

いうふうに思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

 

 以上をもって、一般質問を終了いたします。 

 

 本日上程いたしました議案の審議がすべて終了いたしました。 

 明日から特別委員会、常任委員会を開催いたしまして、付託議案等の審議を

お願いしたいと思います。 

  

明日からの委員会の日程を申し上げます。 

 12 月４日木曜日から、12 月 19 日火曜日 午前 10 時より、 
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 文教厚生委員会、産業建設委員会、総務委員会、予算決算特別委員会の順に開

催いたします。なお、６日、７日は休会といたします。 

 12 月 10 日水曜日 午後３時より本会議（第２日目）を開会いたします。 

明日からの委員会には、十分ご審議を賜りますようお願いいたします。 

 本日はこれをもちまして散会することにいたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

         （ 午後 ３時１０分 散会 ） 
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平成２６年第４回吉野町議会定例会会議録（第２日目） 

１．招集年月日   平成２６年１２月１０日 

２．招 集 場 所   吉野町議会議場 

３．開 会 時 刻   １２月１０日    午後３時３１分 開会 

４．応 招 議 員      1 番 小 泉  梓         2 番 中 井 章 太 

3 番 上 滝 義 平          4 番 大 村   陽 

5 番 野 木 康 司           6 番 山 本 隆 敏 

7 番 辻 本  茂             8 番 薮 坂 眞 佐 

           9 番 浜 田 賢 治          10 番 中 西 利 彦 

            11 番 西 澤 巧 平 

５．不応招議員    なし 

６．出 席 議 員   応招議員に同じ 

７．欠 席 議 員    なし 

８．地方自治法第 121 条の規定により、説明のため会議に出席した者の職、氏名 

町 長 北 岡  篤      副   町   長 小 松  正 

総 務 参 事 山 田 芳 雄   住民・観光参事 山 本 茂 之 

      地域振興参事 吉 岡 正 弘      医療福祉参事 西 島 通 宏 

水 環 境 参 事 表 谷 充 康    教 育 次 長 大 北 雅 祥 

９．本会議に職務のため出席した者の職、氏名 

局 長 岡 本 克 也   主     査  峠  香 織 

10．議事日程 

日程１       委員長報告( 文教厚生委員会・産業建設委員会・総務委員会・ 

予算決算特別委員会 ) 

日程２ 議第 39 号 ふるさと吉野定住促進奨学金貸与条例を制定することについて 

日程３ 議第 40 号 吉野町立認定こども園条例を制定することに土江 

日程４ 議第 41 号 吉野町行政手続条例の一部を改正することについて 

日程５ 議第 42 号 吉野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正すること

について 

日程６  議第 43 号 吉野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することにつ
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いて 

日程７ 議第 44 号 南和協議会規約の変更について 

日程８ 議第 45 号  平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（案）第４号について 

日程９ 議第 46 号  平成 26 年度吉野町介護保険特別会計補正予算（案）第３号につ

いて 

日程 10 議第 47 号  平成 26 年度吉野町簡易水道事業特別会計補正予算（案）第１

号について 

日程 11 議第 48 号 平成 26 年度吉野町下水道事業特別会計補正予算（案）第１号

について 

日程 12 議第 49 号 平成 26 年度吉野町水道事業特別会計補正予算（案）第１号に

ついて 

日程 13 議第 50 号 吉野町国民健康保険条例の一部を改正することについて 

（追加議案等） 

      日程 14 議第 51 号 吉野運動公園総合体育館空調設備等改修工事請負契約の締結

について 

   日程 15 議員派遣について 

 11. 本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 

12．議事の経過は次のとおり 
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ただ今の出席議員総数は 11 名でございます。 

定足数に達しておりますので、議会は成立いたしました。これより本日の会

議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。 

 

 各常任・特別委員長並びに委員の方々におかれましては、委員会での熱心な

慎重審議、誠にありがとうございました。この場をお借りいたしまして、厚く

御礼申し上げます。 

 

 

 日程１ 12 月３日の本会議で各委員会に付託した議案等の審議結果について 

委員長報告を願います。 

  まず最初に、文教厚生委員会 小泉 梓委員長にお願いします。 

 

  文教厚生委員会 小泉 梓委員長報告 

 本定例会において、文教厚生委員会に付託されました議案等の審議並びに結

果につきまして、ご報告を申し上げます。 

当委員会は、12 月 4 日午前 10 時から理事者に出席を求め、開催いたしまし

た。 

 まず、平成 26 年度吉野町国民健康保険吉野病院事業特別会計上半期の決算に

ついて説明があり、昨年同時期と比較すると、入院・外来患者数は共に減少し

ており、下半期においても厳しい状況が予測される。今後運営の改善等なお一

層の健全経営に努めたいとの報告がありました。 

 また、南和の医療については、先般開催された南和広域医療組合議会の資料

により平成 25 年度の一般会計決算概要、救急病院等の名称、今後の総事業費の

見通し、運営に係るランニングコスト等について説明を受け、今後も事業、工

事等について動向があれば報告することを申し入れいたしました。 

 次に、長寿福祉課所管で付託議案である「議第 44 号 南和協議会規約の変更

について」は、地方自治法の改正に伴う規約文言の一部変更との説明があり、
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上滝議長 

 

 

中井議員 

異議なく承認いたしました。 

 続いて、吉野町シルバー人材センターについて、平成２６年度の就業実績、

平成24年度から 25年度の就業状況と27年度就業人員の予想を資料に基づき説

明を受け、来年度に向け活動予算、人区などのビジョンを明確にして報告をす

ることを申し入れました。 

 また、特別養護老人ホーム「柳光」の 40 増床が認められたとの報告がありま

した。 

 次に、町民課所管の「議第 50 号 吉野町国民健康保険条例の一部を改正する

ことについて」は、関係法令の改正により、出産育児一時金の額の変更である

旨の説明を受け異議なく承認いたしました。 

 また、国民健康保険特別会計の状況、県下の保険税率の報告を受け、国民健

康保険税率の変更案について説明を受けました。 

 次に、教育総務課所管の「議第 39 号 ふるさと吉野定住促進奨学金貸与条例

を制定することについて」は、向学心がある町民に対し奨学金を貸与すること

により修学の支援をするとともに、将来、吉野町に定住をする人材の育成と確

保をするための条例制定である旨説明を受け、承認いたしました。 

 続いて、「議第 40 号 吉野町立認定こども園条例を制定することについて」

は、小学校就学前のこどもに対して、一貫した保育、幼児教育を実施する吉野

町立認定こども園を設置するための条例制定であるとの説明を受け、異議なく

承認いたしました。 

 以上が本委員会におきます調査、審議の結果であります。 

 なお、議会閉会中におきましても、当委員会所管事項について、継続して審

査できるよう申し出いたしまして、文教厚生委員会委員長報告を終わります。 

 

 

 続いて産業建設委員会 中井 章太委員長にお願いします。 

 

 産業建設委員会 中井 章太委員長報告 

 本定例会において、産業建設委員会に付託されました議案等はございません
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でしたが、調査、審議の結果についてご報告を申し上げます。 

 当委員会は、12 月４日午後１時 30 分から理事者に出席を求め、開催いたし

ました。 

 まず、まちづくり振興課所管の「定住促進住宅について」は、造成計画案が

まとまり年内に発注予定であるとの報告がありました。 

 次に、「鳥獣被害状況について」、今年度の予防柵等の設置距離数、檻の貸し

出し数、有害鳥獣駆除数などの報告を受けました。 

 また、「左曽地区道路改修について」、町道の延長であり、現在、改修箇所の

調査にはいっているとの説明を受けました。 

 次に、水道事業運営委員会の報告を受けたのち、上下水道課所管の「吉野山

簡易水道の進捗について」平成 25 年度からの繰り越し工事５件の進捗概要、26

年度発注工事の概要説明、地元分担金、基金の状況報告を受けました。 

 続いて、「次期水道運営委員の推薦について」任期、推薦方法について説明を

受けました。 

 次に、「平成 26 年度吉野町水道事業特別会計決算書（上半期）の報告」を受

け、今後も漏水対策等を行い、しっかりと運営することを申し出いたしました。 

 また、生活環境課所管の「緑のカーテンコンテストの結果について」、昨年よ

り応募総数が増加し、家庭部門 10 件、事業所部門９件と、それぞれ審査を行い、

表彰を行ったとの報告を受けました。 

 次に、「小水力発電の実証実験について」現在までの進捗報告を受け、来年度

は、商品化に向けた事業展開を予定している旨の説明を受けました。 

 次に、文化観光交流課所管の「ふるさと納税のプレゼント商品について」順

調に増加しており、従来の地域特産品をはじめ、施設利用や体験参加型など吉

野に足を運んでもらえるような新たな商品の提供してもらう事業所の募集を行

う報告を受けました。 

 次に、「政府による緊急の過剰米処理を求める意見書」並びに「農業委員会、

企業の農地所有、農協改革など農業改革に関する意見書」提出の要望について

は、審議の結果、提出しないことといたしました。 

以上が本委員会における調査、審議の結果であります。 
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 なお、議会閉会中においても、当委員会所管事項について、継続して審査で

きるよう申し出いたしまして、産業建設委員会委員長報告を終わります。 

 

 

 続いて総務委員会 薮坂 眞佐委員長にお願いします。 

  

総務委員会 薮坂 眞佐委員長報告 

総務委員会の委員長報告を行います。 

 本定例会において、総務委員会に付託されました議案等の審議、並びに、結

果につきまして、ご報告を申し上げます。 

 当委員会は、12 月５日午前 10 時から理事者に出席を求め、開催いたしまし

た。 

 まず、付託議案である「議第 41 号 吉野町行政手続条例の一部を改正するこ

とについて」は、関係法律の改正により規程の追加、制度の新設である旨説明

を受け、異議なく承認することといたしました。 

 次に、「議第 42 号 吉野町一般職の給与に関する条例の一部を改正すること

について」は、12 月に出された人事院勧告に基づく職員の給与に関する条例の

一部改正である旨説明を受け、承認することといたしました。 

 次に、「議第 43 号 吉野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

ことについて」は、関係法令の改正による一部改正である説明を受け、審議の

結果、承認することといたしました。 

その他報告等で平成 26 年度町政懇談会の各地区の開催報告を受け、今年度の

反省を行い有意義な懇談会とすることの申し出をおこないました。 

また、組織機構の改革について、概略、進捗状況について報告を受け、実施

時期など含め、慎重な検討をすることの申し出を行いました。 

議員定数、議会中継を含む議会改革について継続して議論していくことを確

認しております。 

以上が本委員会におきます調査、審議の結果であります。 

 なお、議会閉会中においても、当委員会所管事項について、継続して審査で
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きるよう申し出いたしまして、総務委員会委員長報告を終わります。 

 

 

続いて予算決算特別委員会 中西 利彦委員長にお願いします。 

 

予算決算特別委員会 中西 利彦委員長報告 

 本定例会において、予算決算特別委員会に付託されました議案等の審議並び

に結果につきまして、ご報告を申し上げます。 

 当委員会は、12 月５日 午後０時 30 分から理事者に出席を求め、開催いた

しました。 

 まず、「議第 45 号 平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（案）第４号につい

て」歳入歳出にそれぞれ 23,671,000 円を追加し、総額を 5,515,562,000 円とす

るものです。 

主なものは、人事院勧告等にかかる人件費の調整、財政調整基金積立金、そ

の他目的基金積立金、電算管理備品購入費の減額、農業委員会委員選挙費の減

額、介護保険事業特別会計繰出金、障害者総合支援事業費、保育所運営事業費、

水害被災地物産販売促進支援事業費、町道新設改良事業費の減額、奈良県広域

消防組合負担金、幼保一元化事業費、中学校管理費などの補正である旨説明が

あり、質疑の後、審議いたしました。 

次に、「議第 46 号  平成 26 年度吉野町介護保険特別会計補正予算（案）第３

号について」保険事業勘定の歳入歳出それぞれ 4,239,000 円を追加し、総額を

1,203,271,000 円、サービス事業勘定の歳入歳出それぞれ 11,000 円を追加し、

総額を 6,704,000 円とするものです。 

主なものは、人件費の調整、システム改修委託料である旨説明を受け審議い

たしました。 

次に、「議第 47 号  平成 26 年度吉野町簡易水道事業特別会計補正予算（案）

第１号について」歳入歳出それぞれ 267,000 円を追加し、総額を 580,381,000

円とするものです。 

主なものは、人件費の調整、吉野山簡易水道基金積立金である旨説明を受け
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

審議いたしました。 

次に、「議第 48 号  平成 26 年度吉野町下水道事業特別会計補正予算（案）第

１号について」歳入歳出それぞれ 153,000 円を追加し、総額を 297,153,000 円

とするものです。 

主なものは、人事院勧告にかかる人件費の調整である旨説明を受け審議いた

しました。 

次に、「議第 49 号  平成 26 年度吉野町水道事業特別会計補正予算（案）第１

号について」は、人事院勧告にかかる人件費について、収益的支出 190,000 円、 

資本的支出 80,000 円を補正するものです。 

 以上、本委員会における調査、審議等の結果について、予算決算特別委員会

委員長報告を終わります。 

 

 

上程議案の採決に入ります。 

日程２ 議第 39 号「ふるさと吉野定住促進奨学金貸与条例を制定することに

ついて」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

 日程３ 議第 40 号「吉野町立認定こども園条例を制定することについて」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

日程４ 議第 41 号「吉野町行政手続条例の一部を改正することについて」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程５ 議第 42 号「吉野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

ることについて」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程６ 議第 43 号「吉野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正するこ

とについて」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程７ 議第 44 号「南和協議会規約の変更について」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

日程８ 議第 45 号「平成 26 年度吉野町一般会計補正予算（案）第４号につ

いて」 

意見を求めます。はい、野木議員。 

 

５番、野木です。 

一般会計補正予算に反対するものではありませんが、幼保一元化事業の中に、

こども園の看板の費用として 1,046 千円が計上されていります。説明のよりま

すとステンレス製で検討しておるという説明がございましたが、ぜひともこの

吉野の木で検討をお願いをしたいと思います。当然、予算もかなり安くつくと

予想されますのでよろしくお願いいたします。 

 

ほかにご意見ございませんか。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程９ 議第 46 号「平成 26 年度吉野町介護保険特別会計補正予算（案）第

３号について」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程 10 議第 47 号「平成 26 年度吉野町簡易水道事業特別会計補正予算（案）

第１号について」 

意見を求めます。 
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大村議員 

 

上滝議長 

 

大村議員 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

大村議員 

 

はい。 

 

はい、大村議員。 

 

４番、大村です。 

私は吉野山の水道を全面的に不賛成ではございません。設計変更を求めとる

わけでございますので。その点。 

ほんで意見書も提出しとるのにまだ出てけえへん。議長。よろしく。 

 

意見として受け止めさせてもろてよろしいですね。 

（ 「はい」の声あり ） 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程 11 議第 48 号「平成 26 年度吉野町下水道事業特別会計補正予算（案）

第１号について」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程 12 議第 49 号「平成 26 年度吉野町水道事業特別会計補正予算（案）第

１号について」 

 

はい。 
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上滝議長 

 

大村議員 

 

 

上滝議長 

 

 

大村議員 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

大村議員。 

 

まえから漏水のメーターを言うとんのにひとつも付けへんのどないなっとん

の。漏水の漏れる水をよ。なんべんも言うとんの。 

 

いま意見として言うてるんですよね。 

回答をどなたか。 

 

表谷君。漏水あんねやろようけ。 

 

予算に対してですから、説明はまた表谷君から大村議員にまたあとでお話を

詳しくしてください。 

それでよろしいか。 

（ 「はい」の声あり ） 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

日程 13 議第 50 号「吉野町国民健康保険条例の一部を改正することについ

て」 

意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

 追加議案が出ております。 



 

 112 
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上滝議長 

 

大  北

教育次長 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日程 14 議第 51 号「吉野運動公園総合体育館空調設備等改修工事請負契約

の締結について」を議題として上程し、議案は事務局が朗読します。 

（ 事 務 局 朗 読 ） 

 説明を求めます。 

 

 はい、議長。 

 

 

 大北次長。 

 

 議第 51 号についてご説明申し上げます。 

 ２枚目をご覧ください。工事請負仮契約書を添付してございます。工事名 吉

野運動公園総合体育館空調設備等改修工事。工事場所 吉野町大字山口地内。

工期 本契約締結の翌日から、竣工は平成 27 年３月 31 日となっております。

請負金額 63,720,000 円。うち取引に係る消費税額に相当する額 4,720,000 円で

ございます。請負者 大和高田市栄町４番 33 号 松田電気工業株式会社代表取

締役 辻 修でございます。 

 よろしくご審議をお願いいたします。 

 

 質疑を求めます。 

 おはかりします。本案は、会議規則 39 条第３項の規定によって、委員会付託

を省略したいと思いますが異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって、議第 51 号について委員会の付託を省略するこ

とに決しました。 

 議第 51 号「吉野運動公園総合体育館空調設備等改修工事請負契約の締結につ

いて」 

 意見を求めます。 

おはかりします。本案を原案どおり可決することに異議ございませんか。 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大村議員 

 

上滝議長 

 

大村議員 

 

 

 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認めます。よって本案を原案どおり可決することに決しました。 

 

 

 日程 15 「議員派遣について」を議題といたします。 

 会議規則第 121 条の規定により、お手元に配付のとおり議員派遣をいたした

いと思いますが異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

 異議なしと認め、お手元に配付のとおり議員派遣をいたすことに決しました。 

  

 閉会中の継続審議についておはかりします。それぞれの委員長より所管事項

について、閉会中の継続審議の申し出がありますがこれに異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

異議なしと認めます。よって会議規則第 75 条の規定によりそれぞれの委員長

の申し出のとおり、所管事項について閉会中の継続審議に付することにいたし

ます。 

 

本定例会に付議されました議案の審議はすべて議了いたしました。 

おはかりします。これをもって本定例会を閉会いたしたいと思いますがこれ

に異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議長。 

 

はい、大村議員。 

 

ええ恰好するんやないけど、この放送が 15 日までに町民の皆さんに放送され

るようやったら、ひとつ衆議院議員選挙にはぜひとも投票に行っていただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。白紙、棄権はあきません。お願い

します。 
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上滝議長 

 

 

 

 

 

 

 

北岡町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上滝議長 

 

 

 

 

 

いま大村議員から指摘があったとおり、やっぱり吉野町として投票率を高め

る大事な選挙でございますので、棄権の無いようにしてほしいということの訴

えでございますので、よろしくお願い申したいと思います。 

それでよろしいですね。 

（ 「はい」の声あり ） 

 異議なしということで、閉会にあたり町長のご挨拶をお願いします。 

 どうぞ。 

 

 閉会にあたりましてご挨拶を申し上げます。 

 本定例会に上程いたしました議案、すべてご承認いただきまして誠にありが

とうございます。また、委員会を通じてたいへん慎重な審議をしていただきま

した。26 年度も事業を進めるに当たりまして佳境に入ってございます。また、

27 年度の予算編成にもこれからあたってまいるところでございます。どうか皆

様方のご指導をあらためてお願い申し上げまして、簡単でございますが閉会に

あたりましてのご挨拶とさせていただきます。 

 寒い日が続きます。どうかお体に気を付けられまして、議員活動にまい進し

ていただきますことをお願い申し上げまして終わりにします。 

 ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。  

皆様の熱心なご審議によりまして、全議案を議了することができました。こ

こに閉会の運びとなりましたことを深く感謝申し上げます。 

 これをもちまして、平成 26 年第４回吉野町議会定例会を閉会いたします。ご

協力ありがとうございました。 

 

 

（ 午後３時 57 分 閉会 ） 

 


	平成26年第4回吉野町議会定例録
	第1日目(12月3日)
	開会
	応招議員
	不応招議員
	出席議員
	欠席議員
	説明のため会議に出席した者の職、氏名
	本会議に職務のため出席した者の職、氏名
	議事日程
	会議録署名員の指名について
	会期の決定について
	議長の諸報告について
	承第3号
	議第39号
	議第40号
	議第41号
	議第42号
	議第43号
	議第44号
	議第45号
	議第46号
	議第47号
	議第48号
	議第49号
	議第50号
	一般質問
	薮坂眞佐議員
	野木康司議員
	浜田賢治議員
	大村　陽議員
	辻本　茂議員
	中井章太議員



	第2日目(12月10日)
	開会
	応招議員
	不応招議員
	出席議員
	欠席議員
	説明のため会議に出席した者の職、氏名
	本会議に職務のため出席した者の職、氏名
	議事日程
	委員長報告
	文教厚生委員会 委員長報告
	産業建設委員会 委員長報告
	総務委員会 委員長報告
	予算決特別委員会 委員長報告

	上程議案の採決
	議第39号
	議第40号
	議第41号
	議第42号
	議第43号
	議第44号
	議第45号
	議第46号
	議第47号
	議第48号
	議第49号
	議第50号

	追加議案
	議員派遣について






